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１．は じ め に 

 

弘前大学被ばく医療総合研究所は，平成 22年３月に被ばく医療教育研究施設として設置され，

同年 10月に現在の研究所に改名し，創立 15年目を迎えました。現在，本研究所は，被ばく医療

の機能，国際連携，共同利用・共同研究拠点等のさらなる強化を目的に，計測技術・物理線量評

価部門，リスク解析・生物線量評価部門，放射化学・生態影響評価部門，国際連携・共同研究推

進部門，被ばく医療学部門の５部門から構成され，地域ならびに世界に向けて様々な課題に取り

組んでいます。 

平成 23年３月 11日に発生した東日本大震災では，東京電力福島第一原子力発電所事故後の弘

前大学の対応において中心的な役割を果たしました。同年９月には福島県浪江町と連携協定を締

結し，その後，部局横断的な福島県浪江町復興支援プロジェクトを発足する等，本研究所を中心

とした活発な活動を継続的に展開しています。平成 25年７月１日には，「弘前大学浪江町復興支

援室」を設置し，浪江町との連携を強化しました。これらの成果は，これまでに多くの学術的な

情報発信を行い，国内外で高く評価されています。 

また，弘前大学は，被ばく医療に関する教育・研究を大学の機能強化の一つとして位置付けて

おり，第４期中期目標・中期計画の達成に向けて，本学が掲げた戦略を中心に，教育・研究活動

を幅広く展開しています。 

教育・人材育成活動においては，令和３年度から大学等の「復興知」を活用した人材育成基盤

構築事業「浪江町の復興をフォローアップする地域人材育成のための保健・環境・防災教育プロ

グラム」及び令和４年度から「原子力規制人材育成事業（原子力人材育成等推進事業費補助金）」

に採択され，地域社会での人材育成に取り組んでいます。また，大学院保健学研究科所属学生の

研究指導に尽力するとともに，これまでの教育・研究成果を大学教育全体に還元するため，令和

５年度からは文系理系にとらわれない学部横断型副専攻プログラム「放射線総合科学」を開講し

ています。 

研究活動においては，令和元年度から筑波大学アイソトープ環境動態研究センター等とともに

文部科学大臣より認定を受けた「放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点」を設置

し，国内の中核施設として連携体制を強化するとともに，研究所が連携協定を締結している国外

機関に結び付け，共同研究を展開させています。 

また，福島県水産海洋研究センター，日本原燃株式会社，公益財団法人環境科学技術研究所，

国立研究開発法人理化学研究所，国立研究開発法人日本原子力研究開発機構，国立研究開発法人

産業技術総合研究所，国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構，アイルランド環境保

護庁等と研究プロジェクトを活発に実施し，研究の深化及び企業等との産学官連携活動を推進し

ています。 

令和６年度においては，公益財団法人 JKAの機械振興補助事業「標的アイソトープ治療に用い



る人工アルファ線放出核種の高感度迅速検知システムの開発」に採択され，アイソトープ実験室

を有効的に利活用した，α線内用療法として注目される 211Atの安全な利用に資するためのモニタ

リングシステムの技術開発に着手しました。 

科学研究費補助金の採択状況では，令和６年度は専任教員が研究代表者として，それぞれ，基

盤研究(A)１件,基盤研究(B)２件，基盤研究(C)３件，若手研究１件，学術変革領域研究(A)１件, 海

外連携研究１件, 研究分担者として，基盤研究(A)４件，基盤研究(B)８件，基盤研究(C)５件，海

外連携研究２件, 学術変革領域研究(B)１件に採択されるとともに，査読付き原著論文を 62編発

表しました。 

社会貢献活動においては，前述の浪江町復興支援プロジェクトの他，浪江町に対する支援とし

て，環境省の委託事業である「放射線健康管理・健康不安対策事業（放射線の健康影響に係る研

究調査事業）」や，原子力規制委員会から指定を受けた「原子力施設等防災対策等委託費（高度

被ばく医療支援センター及び原子力災害医療・総合支援センター業務の実施）事業」を着実に進

めています。 

また，国際交流・国際貢献にも力を入れており，令和６年度末までに海外 29 機関と部局間連

携協定・覚書を締結しています。さらに，大学院保健学研究科との連携のもと外国人留学生を受

け入れており，令和６年度は５名の留学生が本研究所教員の研究指導を受けました。また，文部

科学省研究者育成事業「原子力研究交流制度」では，毎年度，近隣アジア諸国から若手研究者を

受け入れています。海外では，これまでのインドネシアやタイでの自然放射線による被ばくの実

態と生体影響を把握するための現地調査のみならず，新たに鉱物資源が豊富な中央アジアのカザ

フスタンでの調査を進めています。 

本研究所は，今後も被ばく医療，環境放射線(能)調査，外部・内部被ばく線量評価，染色体解

析，生物学的影響に関する調査・研究等を行い，本学の教育・研究の発展に貢献するとともに国

際拠点の形成，地域の発展ならびに福島原発事故からの復興に取り組んでいく所存です。 

本冊子は，令和６年度の「被ばく医療総合研究所」の活動成果の概要をまとめたものです。こ

れまでご支援をいただいた学長をはじめ，学内外の多くの皆様にお礼申し上げますとともに，今

後とも関係各位のご指導，ご助言を切にお願い申し上げます。 

 

 

令和７年８月 

被ばく医療総合研究所長 床次 眞司 



２．被ばく医療総合研究所 ～この一年の主な活動～ 

 

令和６年 主な活動 

4月 12 日 第 10回国際放射線科学コラボレーションセンターセミナー 

4月 16 日 カザフスタン・アスタナ医科大学放射線生物学・放射線防護研究所と連携

協定締結 

4月 18 日 カザフスタン・カザフスタン国立科学医療センターと連携協定締結 

4月 18 日 カザフスタン・アスタナ医科大学及びカザフスタン国立科学医療センター

と連携協定締結 

5月 14 日 第 11回国際放射線科学コラボレーションセンターセミナー 

5月 21 日 弘前大学において、「放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同利用・共同

研究拠点（ERAN）」2024年度キックオフ・ミーティング 

5月 30 日 大学等の「復興知」を活用した人材育成基盤構築事業令和６年度第１回浪江町

分科会 

6月 6 日 被ばく医療総合研究所戦略会議 

6月 18 日 被ばく医療総合研究所説明会 

7月 2 日 被ばく医療総合研究所国際セミナー 

8月 7 日 田副准教授「教育に関して優れた業績を上げた教員」として表彰 

9 月 学術雑誌「Radiation Environment and Medicine」が Scopus に採録 

9月 21 日～22日 国際学会「ESRAH2024（第 11 回若手研究者のための放射線と健康に関するシン

ポジウム）」 

9月 25 日～28日 国際学会「EPRBioDose2024」 

10 月 5 日 令和６年度弘前大学浪江町復興支援活動成果報告会・交流会 

10 月 24 日 アジアオセアニア地域第２回ラドン学会（AORA）シンポジウム 

11 月 7 日 被ばく医療総合研究所特別講演会 

11 月 12 日 被ばく医療総合研究所特別講演会 

12 月 世界初「無色透明かつＸ線を遮蔽できる複合材料」開発 

12 月 2 日 陸上自衛隊員対象とした放射線防護研修 

12 月 11 日～13 日 日本・タイ 二国間ワークショップ「The 6th Bilateral Workshop on 

Radiation Research and its related issues 2024」 

12 月 20 日 被ばく医療総合研究所特別講演会 

令和７年 主な活動 

1月 17 日 大学等の「復興知」を活用した人材育成基盤構築事業令和６年度第２回浪江町

分科会 

1月 24 日 副専攻「放射線総合科学」特別講演会 

1月 29 日 国際シンポジウム（NARE2023）の学術論文集刊行 

2月 4 日 被ばく医療総合研究所国際セミナー 

2月 17 日～18日 F-REI スタートアップセミナー 
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2月 22 日 令和６年度弘前大学浪江町復興支援活動成果報告会 in 津島 

2月 26 日 環境省ぐぐるプロジェクト公式 YouTube チャンネルで「リスクコミュニケーシ

ョン活動」動画公開 

2月 28 日 第 12 回国際放射線科学コラボレーションセンターセミナー 

3月 3 日 筑波大学において「放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同利用・共同研

究拠点」2024 年度年次報告会 

3月 18 日 「災害支援医療従事者養成講座」・「放射線総合科学」合同修了式挙行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教育に関して優れた業績を上げた教員」表彰式 国際学会「EPRBioDose2024」 

遮蔽材料の特徴 

浪江町復興支援活動成果報告会の様子 

放射線防護研修 演習の様子 

日本・タイ 二国間ワークショップ集合写真 

F-REIスタートアップセミナー 
講師：F-REI理事長 山崎光悦 氏 

「災害支援医療従事者養成講座」・「放射線総合科学」
合同修了式挙行 
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３．教育に関する実績  

※2024年４月～2025年３月 

 

【１．教養教育】 

1) 講義の担当 

担当者名 職名 授業科目名 年間担当時間数 

床次眞司 教授 物理学の世界－放射線防護概論－※  2時間 

三浦富智 教授 生物学の世界－被ばく影響学概論－※ 10時間 

三浦富智 教授 環境と生活－放射線の理解－  4時間 

生物学の世界－放射線生物影響モニタリン

グ学演習－※ 

18時間 

持続可能な開発目標 SDGｓ－弘前大学災害対

応マネージャーその３ 原子力災害の理解

－※ 

 8時間 

赤田尚史 教授 地球環境・気候－エネルギー地球環境学概論

－※ 

30時間 

キャリアデザイン－原子力安全システム学

－※ 

 2時間 

持続可能な開発目標 SDGs－弘前大学災害対

応マネージャーその 3 原子力災害の理解－※ 

 4時間 

化学の世界－環境放射生態学演習－※ 24時間 

キャリアデザイン－原子力規制特別演習－※  6時間 

田副博文 教授 地球環境・気候－エネルギー地球環境学概論

－※ 
 4時間 

地域の経済・産業－原子力行政概論－※  6時間 

キャリアデザイン－原子力安全システム学

－※ 
30時間 

キャリアデザイン－放射線防護実践演習－

※ 
30時間 

キャリアデザイン－原子力防災実践演習－

※ 
30時間 

国際地域・社会・文化－国際放射線科学演習

－※ 
30時間 

化学の世界－環境放射生態学演習－※ 30時間 

大森康孝 准教授 物理学の世界－環境放射線計測学演習－※ 30時間 

物理学の世界－放射線防護概論－※ 12時間 

持続可能な開発目標 SDGs－弘前大学災害対

応マネージャーその 3 原子力災害の理解－※ 

 2時間 

C. Kranrod 准教授 英語（一体型Aクラス（HULEC））  6時間 

藤嶋洋平 助教 生物学の世界－被ばく影響学概論－※  4時間 

  生物学の世界－放射線生物影響モニタリン

グ学演習－※ 

6時間 

D. Anderson 助教 English Communication A 30時間 

English Communication B 60時間 

生物学の世界－放射線生物影響モニタリング学

演習－※ 

10時間 

※副専攻「放射線総合科学」のカリキュラム 
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 2) 実習の担当 

担当者名 職名 授業科目名 年間担当時間数 

なし    

 

 

【２．学部教育】 

 1) 講義の担当 

担当者名 職名 授 業 科 目 対象学年 年間担当時間数 

床次眞司 教授 被ばく医療学 2年  4時間 

三浦富智 教授 被ばく医療学 2年  6時間 

分子生物検査学 3年  6時間 

赤田尚史 教授 被ばく医療学 2年  4時間 

放射線安全管理学 3年  2時間 

環境地球化学 I 2年  2時間 

田副博文 教授 放射化学 I 1年 16時間 

被ばく医療学 2年  2時間 

環境地球科学 I 2年 30時間 

分子生物検査学 3年  4時間 

大森康孝 准教授 被ばく医療学 2年  4時間 
C. Kranrod 准教授 放射線物理学演習 2年  2時間 

放射線計測学 2年  2時間 

 

2) 実習の担当 

担当者名 職名 授 業 科 目 対象学年 年間担当時間数 

三浦富智 教授 分子生物検査学実習 3年 12時間 

藤嶋洋平 助教 分子生物検査学実習 3年 12時間 

 

3) 臨地・臨床実習の担当 

担当者名 職名 授 業 科 目 対象学年 年間担当時間数 

なし     

 

4）卒業研究生の受け入れ 

受入人数 指導者名 

2名 床次眞司 

3名 三浦富智 

2名 田副博文 

1名 大森康孝 
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【３．大学院前期課程】 

1) 講義の担当 

担当者名 職名 授 業 科 目 対象学年 年間担当時間数 

床次眞司 教授 被ばく医療学特論   1年  4時間 

三浦富智 教授 細胞生物化学   1年 30時間 

被ばく医療総論   1年  4時間 

複合災害を考える 1,2年  2時間 

赤田尚史 教授 被ばく医療総論   1年  4時間 

被ばく医療学特論   1年  4時間 

基礎放射線技術科学特論   1年 30時間 

複合災害を考える 1,2年  4時間 

田副博文 教授 バイオアッセイ演習   2年 10時間 

大森康孝 准教授 複合災害を考える 1,2年  2時間 

 

2) 演習の担当 

担当者名 職名 授 業 科 目 対象学年 年間担当時間数 

三浦富智 教授 被ばく医療演習 1年 30時間 

赤田尚史 教授 バイオアッセイ演習 1年 30時間 

放射線技術科学特別演習 2年 30時間 

田副博文 教授 生体検査科学特別研究 1年 30時間 

 

3) 学位論文の作成 

論文指導者名 職名 指導論文名 

床次眞司 教授 フラクタル形状を模擬した高線量ガンマ線用全方位指

向性放射線検出器の開発 

大気中放射性エアロゾルのα線計測に適したフィルタ

の捕集特性に関する研究 

 

 

【４．大学院後期課程】 

1) 講義の担当 

担当者名 職名 授 業 科 目 対象学年 年間担当時間数 

床次眞司 教授 放射線技術科学特講 1年  2時間 

三浦富智 教授 生体検査科学特講 1年 30時間 

先進被ばく医療 2年 14時間 

赤田尚史 教授 放射線技術科学特講 2年  2時間 

 

2) 演習の担当 

担当者名 職名 授 業 科 目 対象学年 年間担当時間数 

床次眞司 教授 放射線技術科学特別研究 2,3年 90時間 

放射線技術科学特講演習  2年 30時間 

三浦富智 教授 生体検査科学特別研究 2,3年 90時間 

生体検査科学特講演習  2年 30時間 

赤田尚史 教授 放射線技術科学特別研究 2,3年 90時間 
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3) 学位論文の作成 

作成指導者名 職名 指  導  論  文  名 

三浦富智 教授 日本人集団における遺伝性乳癌卵巣癌検査に対する多

角的調査 

 

 

【５．その他】 

1) ファカルティ・ディベロップメントへの参加 

参加者名 職名 名 称 等 

なし   

 

2) 他大学・学校・他施設における講義 

担当者名 職名 授 業 科 目 年間担当時間数 

床次眞司 教授 日本分析センター「線量評価の実際」 4時間 

青森県消防学校「放射線被ばくに関する基礎

知識」 
2時間 

赤田尚史 教授 福島県浪江町立なみえ創成中学校「身の回り

の放射線」 

1時間 

福島県立医科大学「放射線生命医療学」 1時間 

福島県立相馬高等学校 1時間 

大森康孝 准教授 福島県立医科大学大学院医学研究科「研究方

法特論」 
4時間 

福島県立医科大学大学院医学研究科「基礎放

射線医科学」 

4時間 

福島県浪江町立なみえ創成中学校「放射線に

ついて」 

1時間 

 

9



 

４．研究に関する実績  

※2024年 4月～2025年 3月 

 

 （１）計測技術・物理線量評価部門  

 

【構成員】 

  教 授 床次 眞司 

  准教授 大森 康孝 

 

【概要】 

計測技術・物理線量評価部門では、放射線（能）計測技術と物理学的アプローチによる被ばく

線量評価手法の開発と高度化を行っています。被ばくの状況を正確に理解するため、人体中の

みならず環境中の放射線（能）計測や核種分析などを実施しておくことが必要です。被ばくが

生じる場所での放射線の種類や放射能濃度から線量を推定し、その評価値を補完するために

様々な試料を採取し分析を行います。また人体中に取り込まれた放射性核種の測定から数理モ

デルを用いて内部被ばく線量を評価します。特に被ばくの原因となっている放射性核種を同定

することは正確な線量評価にとって不可欠でありますが、緊急時のように迅速性や簡便性が求

められる計測技術の開発も行っています。 

 

 

【論文・MISC・書籍等出版物】 

1．論文 

1) K. Kheamsiri, N. Akata, H. Kuwata, M. Tanaka, M. Hosoda, M. Sasaki, Y. Shiroma, S. 

Tokonami, R. Yamada, C. Kranrod, K. Iwaoka, T. Kovάcs. Tritium concentration in bottled 

drinking water and internal dose assessment. J. Radioanal. Nucl. Chem. 333, 2597–2603 

(2024). 

2) M.O. Bobbo, G. Yang, Saïdou, H. Tazoe, N. Akata, C. Kranrod, M. Hosoda, S. Tokonami. 

Environmental radioactivity measurements in soil using inductively coupled plasma mass 

spectrometry and gamma-ray spectrometry in various areas in Cameroon. J. Radioanal. Nucl. 

Chem. 333, 2557–2565 (2024). 

3) R. Tokonami, M. Osanai, M. Hosoda, S. Tokonami, T. Takahashi. Simple surface modification 

of barium sulfate for improving the interface of polymer composites and its x-ray shielding 

properties. Polym. Compos. 45(8), 7519-7529 (2024). 

4) J. Al Mahmud, M.M.M. Siraz, M.S. Alam, S.C. Das, D.A. Bradley, M.U. Khandaker, S. 

Tokonami, A. Shelley, S. Yeasmin. A study into the long-overlooked carcinogenic radon in 

bottled water and deep well water in Dhaka, Bangladesh. Int. J. Environ. Anal. Chem. 104(18), 

7161–7173 (2024). 

5) J.M. Taamté, M.K. Noube, V.R.F. Signing, Y.A. Hamadou, M. Hosoda, Saïdou, S. Tokonami. 

Real-time air quality monitoring based on locally developed unmanned aerial vehicle and 

low-cost smart electronic device. J. Instrum. 19(5), P05036 (2024). 

6) G. Prasad, S. Kimothi, S. Chandra, Y. Omori, S. K. Sahoo, T. Ishikawa, S. Tokonami, R. C. 

Ramola. Doses from inhalation of radon and thoron for residents in tectonically active region in 

central Indian Himalaya. J. Radioanal. Nucl. Chem. 333, 2999-3005 (2024). 

7) Z. Patale, B.G. Samuel, C. Kranrod, O.B. Modibo, T. Soh, S. Didier, H.Y. Abba, Y. Omori, M. 

Hosoda, Saïdou, E.H. Paul, S. Tokonami. Contribution of thoron and its progeny to the effective 

dose by inhalation in the uranium-thorium bearing regions of Mayo Kebbi and Guéra in Chad. 

Health Phys. 127(5), 588-599 (2024). 

8) N. Autsavapromporn, C. Kranrod, R. Kritsananuwat, P. Sola, P. Klunklin, I. Chitapanarux, C. 

Jaikang, T. Monum, M. Hosoda, S. Tokonami. Health impacts of natural background radiation in 

high air pollution area of Thailand. Toxics 12(6), 428 (2024). 
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9) E.G. Hebsia, O.B. Modibo, A. Ndimantchi, J. Emmanuel, N. Nkoulou, E.D. Nugraha, C. 

Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, Saidou, S. Tokonami. Radon in soil gas and ambient dose 

equivalent rate measurements in Yaoundé, Cameroon. Radiat. Environ. Med. 13(2), 52-59 

(2024). 

10) L.B. Djeufack, I. Hamadou, C. Kranrod, R. Mishra, M. Hosoda, B.K. Sapra, Saïdou, S. 

Tokonami. Effective dose assessment due to inhalation of 222Rn, 220Rn, and their progeny: 

highlighting the major contribution of thoron in a thoron-prone area in Cameroon. Radiat. 

Environ. Biophys. 63(3), 357-369 (2024). 

11) P. Sola, K. Boonsirichai, S. Raksawong, R. Samran, P. Chaijak, H. Tazoe, C. Kranrod, R. 

Kritsananuwat, S. Jongjitklang, V. Puripunyavanich, M. Hosoda, W. Pongkua, S. Tokonami. 

Radon exhalation rate from the latex pillows and its potential exposure to users. Radiat. Med. 

Prot. 5(4), 238-242 (2024). 

12) O.B. Modibo, G.D. Souffit, K. François, N.N. II Joseph Emmanuel, E.D. Nugraha, C. Kranrod, 

Saïdou, S. Tokonami. Development of radon detectors calibration system in Cameroon. Radiat. 

Med. Prot. 5(4), 223-228 (2024). 

13) Y. Kashkinbayev, M. Bakhtin, P. Kazymbet, A. Lesbek, B. Kazhiyakhmetova, M. Hoshi, N. 

Altaeva, Y. Omori, S. Tokonami, H. Sato, D. Ibrayeva. Influence of meteorological parameters 

on indoor radon concentration levels in the Aksu school. Atmosphere 15(9), 1067 (2024). 

14) S. Nakasone, A. Ishimine, Y. Tamakuma, M. Hosoda, N. Akata, T. Sanada, M. Tanaka, S. 

Yokoyama, M. Sakama, A. Tanahara, M. Furukawa, S. Tokonami, Y. Yasuoka, Y. Shiroma. 

Interlaboratory comparison in Japan for radon determination in water. Jpn. J. Health Phys. 

59(3), 131-134 (2024). 

15) R. Tokonami, M. Osanai, M. Hosoda, S. Tokonami, T. Takahashi. Transparent X-ray shielding 

solutions with various metal ions. ACS Omega 9(44), 44770–44777 (2024). 

16) S. Bachirou, Saïdou, R. Mishra, C. Kranrod, M. Hosoda, S. Jalaluddin, B.K. Sapra, M.G.K. 

Njock, S. Tokonami. Thoron exposure in the radon-thoron prone area of the Adamawa region, 

Cameroon. Appl. Radiat. Isot. 213, 111498 (2024). 

17) N. Karunakara, A.P. Vijith, R. Mishra, B.K. Sahoo, M. Janik, S. Kumara, B.K. Sapra, S. 

Tokonami, C. Kranrod, S. Chandrasekaran, N. Chitra, S.H. Kim, J. Yoo, C. Zhao, B. Chen, 

H.-G. Kim, J.-I Kim, J. Holecek, L.D. Cuong. International intercomparison and quality 

assessment of passive and active 222Rn measuring devices in the Asia-Pacific region. Radiat. 

Meas. 178, 107295 (2024). 

18) M. Kiso, M. Taoka, A. Sampei, H. Hashimoto, Y. Abe, Y. Oda, Y. Omori, R. Yamada, M. 

Hosoda, C. Kranrod, T. Ishikawa, S. Tokonami. Effect of sampling face velocity on the ultrafine 

particle surface collection efficiency of a cellulose membrane filter and a cellulose-glass fiber 

filter for environmental airborne radioactivity monitoring. Radiat. Prot. Dosim. 200(16-18), 

1671-1675 (2024). 

19) R. Furukawa, M. Janik, S. Kodaira, H. Hashimoto, Y. Omori, S. Tokonami, M. Hosoda, M. 

Shimizu, S. Manabe, T. Matsumoto, C. Shimodan, Y. Sato, H. Harano. Evaluation of an 

ionization chamber characteristics for 222Rn calibration. Radiat. Prot. Dosim. 200(16-18), 

1696-1700 (2024). 

20) Y. Yasuoka, J. Takemoto, Y. Omori, N. Kawamoto, N. Goda, H. Nagahama, J. Muto, S. 

Tokonami, M. Hosoda, T. Iimoto, T. Mukai. Practical cut-off value for radon concentration in 

indoor air using an activated-charcoal radon collector. Radiat. Prot. Dosim. 200(16-18), 

1701-1705 (2024). 

21) K. Iwaoka, L.J.H. Palad, C.P. Feliciano, Y. Tamakuma, M. Hosoda, S. Tokonami, R. Kanda, T. 

Moritake. Environmental dependence of geometrical efficiency for the scintillation cell in radon 

and thoron measurement. Radiat. Prot. Dosim. 200(16-18), 1711-1714 (2024). 

22) J. Hu, C. Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, S. Tokonami. Radiation dose estimation for indoor 

radon, thoron and their progenies using a stochastic method—a small-scale survey in Wuhan, 

China. Radiat. Prot. Dosim. 200(16-18), 1720-1725 (2024). 

23) T. Thumvijit, S. Somboon, M. Tapanya, K. Ruktinnakorn, C. Kranrod, S. Tokonami, S. 

Chanyotha, S. Sriburee. Assessment of annual effective doses from indoor radon and thoron in 

Doi Lo, Chiang Mai, Thailand. Radiat. Prot. Dosim. 200(16-18), 1715-1719 (2024). 

24) N. Akata, K. Ohno, H. Kuwata, K. Kheamsiri, Y. Yoshinaka, R. Yamada, Y. Kitayama, S. 

Aizawa, S. Nakasone, A. Ishimine, M. Tanaka, Y. Shiroma, S. Tokonami, M. Furukawa. Tritium 
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concentration in monthly precipitation in Okinawa and Kagoshima, southern Japan. Radiat. Prot. 

Dosim. 200(16-18), 1792-1796 (2024). 

25) F.K. Sime, D.S. Gondji, I. Rosianna, E.D. Nugraha, O.B. Modibo, C. Kranrod, Y. Omori, N. 

Akata, M. Hosoda, Saïdou, S. Tokonami. Ecological and health risks from trace elements 

contamination in soils at the rutile bearing area of Akonolinga, Cameroon. Appl. Sci. 14(22), 

10538 (2024). 

26) S.Y.L. Mouandza, Saïdou, W. Ndong, C. Kranrod, M. Hosoda, P.O. Meye, R.B. Djeune, 

E.-D.D.-R. Mombo, H.M.-J Andeme-Abondhoume, B.C. Mabika Ndjembidouma, T.B. Ekogo, 

G.H. Ben-Bolie, S. Tokonami. Direct measurement of indoor thoron and radon progeny and 

estimation of inhalation dose in three cities in Gabon: Comparison of the use of thoron typical 

and measured equilibrium factor values. J. Environ. Radioact. 280, 107557 (2024). 

27) M. Taoka, R. Kudo, R. Yamada, Y. Omori, K. Tanaka, M. Hosoda, S. Tokonami. Structure 

shielding of school and gymnasium buildings against fallout gamma radiation from the 

Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant accident. Ecotoxicol. Environ. Saf. 288, 117394 

(2024). 

28) C. Kranrod, H. Kudo, S. Tokonami. What can we learn from high background radiation area 

(HBRA) studies in three Asian countries: India, China and Indonesia? Radiological aspects in 

various HBRAs. J. Radiat. Res. 65(S1), i32-i41 (2024). 

29) N. Autsavapromporn, A. Duangya, P. Klunklin, I. Chitapanarux, C. Kranrod, C. Jaikang, T. 

Monum, A. Paemanee, S. Tokonami. Serum metabolomics study to screen potential biomarkers 

of lung cancer risk in high natural background radiation areas of Thailand: a pilot study. Cancers 

16(24), 4182 (2024). 

30) R. Pradana, E.D. Nugraha, Y. Omori, S.N. Shilfa, I.D. Winarni, Wahyudi, Untara, I. Kurnia, R. 

Safitri, C. Kranrod, M. Sasaki, A. Devriany, A.N. Rachman, R. Kurniawan, H. Ahmad, M. 

Muniroh, F. Islam, I. Rosianna, Nurokhim, Makhsun, S. Widodo, H. Prasetio, M. Hosoda, S. 

Tokonami. Public exposure from inhalation of radon and thoron around the tin mine and smelter 

areas in Bangka, Indonesia. Sci. Rep. 14, 30731 (2024). 

31) C. Kranrod, C. Rattanapongs, P. Sola, A. Manowan, A. Onjan, K. Aramrun, S. Tokonami. A 

study of the relationship among radon, thoron and radioactive aerosol particle distribution in 

PM2.5 risk areas in Kanchanaburi Province, Thailand. Atmosphere 15(12), 1439 (2024). 

32) V. Susanto, R. Pradana, E.D. Nugraha, P. Sumintadireja, O.B. Modibo, I. Rosianna, N. Rahajeng, 

H. Ahmad, R. Kurniawan, L. Rixson, A. Yuningsih, Y.D.I. Siregar, A. Saepuloh, Wahyudi, H. 

Tazoe, N. Akata, S. Tokonami. A bioassay analysis of uranium and lead in urine samples from a 

high natural background radiation area in Indonesia. Environments 12(2), 51 (2025). 

33) N. Autsavapromporn, A. Duangya, P. Klunklin, I. Chitapanarux, C. Kranrod, C. Jaikang, T. 

Monum, A. Paemanee, S. Tokonami. Serum biomarkers associated with health impacts of high 

residential radon exposure: a metabolomic pilot study. Sci. Rep. 15, 5099 (2025). 

34) R. Tokonami, M. Osanai, M. Hosoda, S. Tokonami, T. Takahashi. Flexible composites of barium 

sulfate modified by tannic acid using glycerol/starch for X-ray shielding applications. 

Macromol. Chem. Phys. 226(4), 2400273 (2025). 

35) E.D. Nugraha, O.B. Modibo, Wahyudi, R. Pradana, R.A. Merdekawati, K. Megagasri, A. 

Topandi, A.N. Rachman, R. Kurniawan, E.A. Fajrianshah, N. Hidayati, I.D. Winarni, I. 

Rosianna, L. Rixson, D.S. Purnama, H. Prasetio, S. Tokonami. Radon exhalation rate and 

natural radioactivity in the building materials used in metropolitan Jakarta and its surrounding 

areas, Indonesia. Front. Public Health 13, 1539957 (2025). 

36) A. Lesbek, Y. Omori, M. Bakhtin, P. Kazymbet, S. Tokonami, N. Altaeva, D. Ibrayeva, Y. 

Kashkinbayev. Systematic review and meta-analysis of inflammatory biomarkers in individuals 

exposed to radon. Biomedicines 13(2), 499 (2025). 

37) K. Kheamsiri, D. Anderson, H. Tazoe, K. Okada, N. Otashiro, H. Kuwata, H. Kakiuchi, M. 

Hosoda, T. Kovács, S. Tokonami, N. Akata. Elevated levels of tritium in surface water collected 

in the immediate aftermath of the Fukushima accident. Environ. Pollut. 372, 126040 (2025). 

38) S. Musikawan, W. Poltabtim, K. Kheamsiri, C. Kranrod, T. Pluemji, K. Aramrun, Y. Omori, H. 

Tazoe, M. Hosoda, N. Akata, S. Tokonami. Natural gamma dose rate and radioactivity 

concentrations at a former tin mining area in Kanchanaburi, Thailand. J. Radioanal. Nucl. 

Chem. 334, 2929-2935 (2025). 
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39) D. Anderson, Y. Oda, Y. Taira, Y. Omori, H. Tazoe, N. Akata, C. Kranrod, R. Yamada, H. 

Kuwata, Y. Tamakuma, H. Kudo, M. Osanai, N. Nishimura, Y. Yasuoka, T. Sanada, M. Hosoda, 

S. Tokonami. Fukushima’s tap and groundwater a decade after the nuclear accident with 

radiocesium, tritium, and radon. Environ. Sci. Technol. 59(10), 4906-4914 (2025). 

40) P. Subsomwong, C. Kranrod, Y. Sakai, K. Asano, A. Nakane, S. Tokonami. Impact of 

intermittent high-dose radon exposures on lung epithelial cells: proteomic analysis and 

biomarker identification. J. Radiat. Res. 66(2), 107–114 (2025). 

 

 2．MISC 

1) 細田正洋, 大森康孝, 折田真紀子, 斎藤公明, 真田哲也, 武田晃, 谷幸太郎, 辻口貴清, 

平尾茂一, 外間智規, 三上智, 山田崇裕. 緊急時モニタリング検討委員会の活動報告の概

要. 保健物理 59(4), 206-207 (2024). 

2) 床次眞司. ラドン研究を取り巻く国際動向. FB News 577, 7-11 (2025). 

 

 3．書籍等出版物 

 なし 

 

 

【講演・口頭発表・ポスター発表】 

  １. 講演 

1) Y. Omori, M. Hosoda, S. Tokonami. Determination of natural radiation level is important to 

quantify nuclear accidents' effects: examples from the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 

accident. The 5th National Conference on Radiation Awareness and Detection in Natural 

Environment (RADNET-V), Dehradun, India (2024). （招待） 

2) S. Tokonami. Present status and future perspective on radon/thoron studies. The 3rd 

International Symposium on Sources, Effects, and Risk of Ionizing Radiation, Bali, Indonesia 

(2024). （招待） 

3) S. Tokonami. Present status and future perspective on radon/thoron studies. The 47th Annual 

Conference of the Australasian Radiation Protection Society, Coffs Harbour, Australia (2024). 

（招待） 

4) S. Tokonami. An experimental review of ICRP lung model for radon/thoron progeny inhalation. 

The 11th International Conference on High Level Environmental Radiation Areas, Bandar 

Sunway, Selangor Darul Ehsan, Malaysia (2024). （招待） 

5) 大森康孝, 山田崇裕, 真田哲也, 床次眞司, 赤羽恵一. ISO/TC85/SC2 の最新動向と我が国

からの規格提案. 日本保健物理学会第 57回研究発表会, 大阪市 (2024). （招待） 

 

  2．口頭発表 

1) S. Tokonami. Current status and future perspective on radon research. X Republican Scientific 

and Practical Conferences “Medical-biological and Environmental Issues in Uranium Mining 

Regions”, Astana, Kazakhstan (2024). 

2) Y. Omori, M. Bakhtin, H. Kudo, C. Kranrod, S. Yoshinaga, S. Tokonami, M. Hoshi. Indoor 

radon in northern Kazakhstan: issues implied from international collaborative study results. X 

Republican Scientific and Practical Conferences “Medical-biological and Environmental 

Issues in Uranium Mining Regions”, Astana, Kazakhstan (2024). 

3) S. Tokonami, C. Kranrod, D.A. Anderson, Y. Omori, M. Janik, J. Hondros. Radiation 

harmonization in Asian-Oceanic region: AORA's commitment to radon. The 16th International 

Congress of International Radiation Protection Association, Orland, USA (2024). 
4) M. Hosoda, Y. Tamakuma, Y. Shiroma, S. Nakasone, S. Tokonami, Y. Omori, C. Kranrod, N. 

Akata, M. Janik, M. Furukawa, M. Shimo. Update of the In-situ radon and thoron exhalation rate 

monitor. The 3rd International Symposium on Sources, Effects, and Risk of Ionizing 
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Radiation, Bali, Indonesia (2024). 

5) M. Aminudin, C. Cahyana, Wahyudi, E.A. Fajrianshah, E.D. Nugraha, H. Kudo, Y. Omori, S. 

Tokonami, M. Hosoda. Preliminary study on the integrating natural radiation measurements into 

risk communication strategies in Indonesia. The 3rd International Symposium on Sources, 

Effects, and Risk of Ionizing Radiation, Bali, Indonesia (2024). 

6) R. Pradana, E.D. Nugraha, Wahyudi, A. Devriany, C. Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, S. 

Tokonami. Seasonal variation of indoor radon and thoron exposure in tropical climate: a case 

study of Bangka Island, Indonesia. The 3rd International Symposium on Sources, Effects, and 

Risk of Ionizing Radiation, Bali, Indonesia (2024). 

7) S. Musikawan, C. Kranrod, T. Pluemji, K. Aramrun, R. Pradana, H. Kudo, Y. Omori, M. 

Hosoda, S. Tokonami. Assessment of indoor radon, thoron and their progeny concentration and 

seasonal variation at an ex-tin mining area in Kanchanaburi Province, Thailand. The 3rd 

International Symposium on Sources, Effects, and Risk of Ionizing Radiation, Bali, Indonesia 

(2024). 

8) I. Rosianna, R. Pradana, Wahyudi, E.A. Fajrianshah, R.C. Ciputra, I.G. Sukadana, H. Syaeful, 

F.D. Indrastomo, F. Pratiwi, T.B. Adimedha, E.D. Nugraha, H. Tazoe, N. Akata, S. Tokonami. 

Major and trace elements concentrations in tin processing samples from industry at Bangka, 

Indonesia. The 3rd International Symposium on Sources, Effects, and Risk of Ionizing 

Radiation, Bali, Indonesia (2024). 

9) C. Kranrod, R. Pradana, M. Hosoda, S. Tokonami. Redesign and validation of the deposition 

rate-based thoron progeny monitor. The 3rd International Symposium on Sources, Effects, and 

Risk of Ionizing Radiation, Bali, Indonesia (2024). 

10) C. Kranrod, Y. Omori, S. Tokonami. Determining the radon diffusion coefficient in a 

waterproof material. The 47th Annual Conference of the Australasian Radiation Protection 

Society, Coffs Harbour, Australia (2024). 

11) Y. Sakai, C. Kranrod, Y. Tamakuma, Y. Omori, M. Hosoda, S. Tokonami. Specification of 

IREM radioactive aerosol chamber and its application to evaluate collection efficiencies for 

facial masks. The 47th Annual Conference of the Australasian Radiation Protection Society, 

Coffs Harbour, Australia (2024). 

12) Y. Omori, M. Hosoda, M. Bakhtin, Y. Kashkinbayev, M. Aumalikova, C. Kranrod, H. Kudo, S. 

Yoshinaga, M. Hoshi, S. Tokonami. Spatial distribution of ambient gamma dose rates in Aksu, a 

radon-prone area of northern Kazakhstan. The 11th International Conference on High Level 

Environmental Radiation Areas, Bandar Sunway, Selangor Darul Ehsan, Malaysia (2024). 

13) P. Radhia, E.D. Nugraha, Wahyudi, W. Muji, D.W. Ilma, C. Kranrod, M. Sasaki, D. Ade, Y. 

Omori, S. Yoshinaga, M. Hosoda, S. Tokonami. Investigation of radiation exposure at tin 

smelting plants in Bangka, Indonesia. The 11th International Conference on High Level 

Environmental Radiation Areas, Bandar Sunway, Selangor Darul Ehsan, Malaysia (2024). 

14) M. Kon, C. Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, S. Tokonami. Evaluation of activated carbon 

cartridges for measuring radon concentration. The 7th Bilateral Workshop on Radiation 

Research and Its Related Issues, Bangkok, Thailand (2024). 

15) H. Kikuchi, H. Hashimoto, C. Kranrod, T. Sanada, R. Yamada, Y. Omori, M. Hosoda, T. 

Ishikawa, S. Tokonami. Establishment of the calibration method for passive-type radon progeny 

monitor. The 7th Bilateral Workshop on Radiation Research and Its Related Issues, Bangkok, 

Thailand (2024). 

16) R. Kudo, H. Kikuchi, Y. Tamakuma, C. Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, T. Ishikawa, S. 

Tokonami. Influence of soil sample thickness on the evaluation of the radon emanation 

coefficient. The 7th Bilateral Workshop on Radiation Research and Its Related Issues, 

Bangkok, Thailand (2024). 
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17) M. Taoka, R. Yamada, Y. Tamakuma, C. Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, T. Ishikawa, S. 

Tokonami. Performance tests of membrane filters for collection of ambient radioactive aerosols. 

The 7th Bilateral Workshop on Radiation Research and Its Related Issues, Bangkok, Thailand 

(2024). 

18) Y. Abe, M. Sasaki, T. Torii, S. Tokonami, Y. Sanada. Development of a fractal-shaped radiation 

detector suitable for use in high-dose environments. The 7th Bilateral Workshop on Radiation 

Research and Its Related Issues, Bangkok, Thailand (2024). 

19) N. Autsavapromporn, A. Duangya, P. Klunklin, I. Chitapanarux, C. Kranrod, A. Paemanee, C. 

Jaikang, T. Monum, S. Tokonami. Serum metabolomics study for screening potential biomarkers 

of lung cancer risk in high natural background radiation areas in Thailand: a pilot study. The 7th 

Bilateral Workshop on Radiation Research and Its Related Issues, Bangkok, Thailand (2024). 

20) R. Tokonami, M. Osanai, M. Hosoda, S. Tokonami, T. Takahash. Novel transparent X-ray 

shielding solutions with various metal ions. The 7th Bilateral Workshop on Radiation Research 

and Its Related Issues, Bangkok, Thailand (2024). 

21) P. Sola, K. Boonsirichai, C. Rattanapongs, N. Klakhaeng, H. Tazoe, C. Kranrod, M. Hosoda, S. 

Tokonami. Quantifying radon exhalation rates from latex pillows and evaluating potential user 

exposure. The 7th Bilateral Workshop on Radiation Research and Its Related Issues, Bangkok, 

Thailand (2024). 

22) 田岡愛弥, 山田椋平, 玉熊佑紀, チュティマ・クランロッド, 大森康孝, 細田正洋, 床次眞司. 

大気中放射性エアロゾル捕集用フィルタの表面捕集効率評価方法の確立. 日本保健物理学

会第 57回研究発表会, 大阪市 (2024). 

23) 工藤琉衣, 菊池隼人, 玉熊佑紀, チュティマ・クランロッド, 大森康孝, 細田正洋, 石川徹夫, 

床次眞司. ラドン散逸係数評価に対する土壌試料の厚さの影響. 日本保健物理学会第 57 回

研究発表会, 大阪市 (2024). 

24) 菊池隼人, 橋本啓来, チュティマ・クランロッド, 真田哲也, 山田椋平, 大森康孝, 細田正洋, 

石川徹夫, 床次眞司. パッシブ型ラドン・トロン子孫核種モニタの較正手法の検討. 日本保健

物理学会第 57回研究発表会, 大阪市 (2024). 

25) 今迪香, チュティマ・クランロッド, 大森康孝, 細田正洋, 床次眞司. 大気放射能モニタリング

に用いる放射性ヨウ素サンプラのラドン濃度測定への応用. 日本保健物理学会第57回研究発

表会, 大阪市 (2024). 

 

  3． ポスター発表 

1) S. Musikawan, C. Kranrod, K. Kheamsiri, R. Pradana, H. Kudo, Y. Omori, M. Hosoda, H. 

Tazoe, N. Akata, S. Tokonami. Assessment of natural radiation exposure for residents at a 

former tin mining area in Kanchanaburi Province, Thailand. The 16th International Congress of 

International Radiation Protection Association, Orland, USA (2024). 

2) M. Taoka, M. Kiso, Y. Abe, M. Kon, R. Yamada, C. Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, S. 

Tokonami. Discrimination of artificial radionuclides through alpha energy spectrum analysis 

using radioactive aerosol monitors. The 16th International Congress of International 

Radiation Protection Association, Orland, USA (2024). 

3) S. Tokonami, C. Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, A. Sampei, M. Kiso, Y. Abe, H. Hashimoto, 

M. Osanai, Y. Tamakuma. An experimental review of ICRP lung model for radon/thoron progeny 

inhalation. The 16th International Congress of International Radiation Protection Association, 

Orland, USA (2024). 

4) 東海林航太 , 阿部のどか , 遠藤涼馬 , 新保恵太 , Thanchanok, Pumreung, Benyapa 

Suwannamajo, Chutikarn Phothong, Niwat Worasan, Pornphithak Khonhan, 大橋弘範, 床次眞

司, 大森康孝, 菊池啓一郎. 原発事故後の福島における全体被曝量の見積もりと国際比較. 

第 13回環境放射能除染研究発表会, いわき市, 福島県 (2024). 

5) Y. Sakai, C. Kranrod, Y. Tamakuma, Y. Omori, M. Hosoda, S. Tokonami. Mitigating inhalation 

exposure with medical and general masks. 日本放射線影響学会第 67 回大会, 北九州市
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(2024). 

6) D. Singh, G. Prasad, M. Prasad, S. Kimothi, S. Chandra, Y. Omori, M. Hosoda, G. Anil Kumar, 

S. Tokonami, R.C. Ramola. Occurrence, correlation and health implications of uranium and 

other PTEs in Himalayan springs. The 5th National Conference on Radiation Awareness and 

Detection in Natural Environment (RADNET-V), Dehradun, India (2024). 

7) G. Prasad, D. Singh, M. Prasad, V. Anand, S. Chandra, Y. Omori, M. Hosoda, G. Anil Kumar, S. 

Tokonami, R.C. Ramola. A systematic study of uranium toxicity in drinking water if the Tons 

valley, Garhwal Himalaya, India. The 5th National Conference on Radiation Awareness and 

Detection in Natural Environment (RADNET-V), Dehradun, India (2024). 

8) 古川理央, 大森康孝, 原野英樹, 床次眞司. 通気式電離箱を用いたラドン標準のための比例

計数管の安定性試験. 日本保健物理学会第 57回研究発表会, 大阪市 (2024). 

 

 

【学術賞】 

1) 日本放射線影響学会第 67回大会優秀発表賞(ポスター発表部門) , 酒井優菜, チュティマ・ク

ランロッド, 玉熊佑紀, 大森康孝, 細田正洋, 床次眞司, Mitigating inhalation exposure with 

medical and general masks. 
2) 大学院保健学研究科研究科長賞, 田岡愛弥（指導教員：床次眞司） 

 

 

【共同研究】 

1) インドネシア・国家研究革新庁・インドネシアの高自然放射線地域における天然放射性核種お

よび重金属へのばく露と健康影響に関する研究（研究代表者：床次眞司） 

2) インドネシア・国家研究革新庁・バンカ島の地下資源開発地域における職業被ばくと公衆被ば

くに関する研究（研究代表者：床次眞司） 

3) インドネシア・国家研究革新庁・ボゴールの高鉛汚染地域における環境放射能調査（研究代表

者：床次眞司） 

4) インドネシア・国家研究革新庁・地熱および火山活動とラドン濃度との関係に関する研究（研究

代表者：床次眞司） 

5) インドネシア・国家研究革新庁・SiPM 検出器を用いた大地放射線のその場測定方法の評価に

関する研究（研究代表者：床次眞司） 

6) タイ・チュラロンコン大学・洞窟内ラドン濃度の全国調査のためのパッシブ型ラドン測定器の相

互比較実験（研究代表者：床次眞司） 

7) タイ・原子力技術研究所・一般消費財からのラドンによる被ばくに関する研究（研究代表者：床

次眞司） 

8) タイ・原子力技術研究所・地震や津波予知のためのラドンモニタリングシステムの開発（研究代

表者：床次眞司） 

9) タイ・チェンマイ大学・ランプーン地区における土壌中放射能の定量に関する研究（研究代表

者：床次眞司） 

10) タイ・原子力平和利用事務局・タイ西部のスズ鉱山跡地における環境放射線調査（研究代表

者：床次眞司） 

11) カメルーン・地質鉱山研究所・大気質に関する広域モニタリングシステムの開発（研究代表者：

床次眞司） 

12) カメルーン・地質鉱山研究所・大気質に関する広域モニタリングシステムの開発（研究代表者：

床次眞司） 

13) カメルーン・地質鉱山研究所・南カメルーンにおける地場建材の放射科学的分析と環境放射

線モニタリングに関する研究（研究代表者：床次眞司） 

14) カメルーン・地質鉱山研究所・周辺線量当量率とラドン濃度を同時に測定する簡易放射線測

定機器の開発（研究代表者：床次眞司） 
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15) カメルーン・地質鉱山研究所・FPGA とマイクロコントローラを用いた電離放射線検出器の電子

機器用テストベンチの開発（研究代表者：床次眞司） 

16) ガボン・マスク理工科大学・ガボンにおけるラドン・トロンの吸入摂取による被ばく線量評価（研

究代表者：床次眞司） 

17) インド・Barfiya Lal Juwantha Government Post Graduate College・ウッタラーカンドにおける環境

放射能に関する研究（研究代表者：床次眞司） 

18) インド・マンガロール大学・アジア・太平世地域におけるラドン測定器の研究所間共同比較実験

（研究代表者：床次眞司） 

19) アイルランド・環境保護庁・アイルランドにおけるトロンによる被ばくに関する全国調査（研究代

表者：床次眞司） 

20) ドイツ・放射線防護庁・ラドン測定器の共同比較実験（研究代表者：床次眞司） 

21) フランス・原子力安全放射線防護局・放射性エアロゾルの測定に関する研究（研究代表者：床

次眞司） 

22) カザフスタン・アスタナ医科大学・カザフスタンのウラン開発地域のラドンばく露と肺がんリスクの

関係に関する研究（研究代表者：大森康孝） 

23) カザフスタン・アスタナ医科大学・ラドンばく露と炎症性バイオマーカーの発現の関連に関する

メタアナリシス（研究代表者：大森康孝） 

24) カザフスタン・アスタナ医科大学・分子遺伝学的解析に基づく北カザフスタン住民における放

射線ばく露による腫瘍性および非腫瘍性気管支肺疾患の発症への影響（研究代表者：大森康

孝） 

25) 日本原燃株式会社・平常時モニタリングにおけるラドン・トロンの影響と気象要因との関係に関

する調査研究（研究代表者：床次眞司） 

26) ㈱三菱電機株式会社・放射性エアロゾルの測定に関する研究（研究代表者：床次眞司） 

27) ㈱アドフューテック・アスタチン-211測定システムの開発（研究代表者：床次眞司） 
28) 環境科学技術研究所・環境中における放射性核種の移行挙動に関する研究（研究代表者：床

次眞司） 

29) 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構・放射性エアロゾル分級装置の性能評価に関す

る研究（研究代表者：床次眞司） 

30) 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構・浪江町津島地区における環境放射線アセスメ

ントのモデル実証（研究代表者：床次眞司） 

31) 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構・シンチレーションセルを用いたラドン測定に

関する環境因子の影響（研究代表者：床次眞司） 

32) 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構・パッシブ型ラドン測定における飛跡密度解

析における確率的手法の検証（研究代表者：床次眞司） 

33) 国立研究開発法人理化学研究所・211At 測定システムの構築（研究代表者：床次眞司） 

34) 国立研究開発法人産業技術総合研究所・ラドン濃度の絶対測定に関する研究（研究代表者：

床次眞司） 

35) 山形大学・新しい X線遮蔽材料の開発（研究代表者：床次眞司） 

36) 神戸薬科大学・環境中のラドン散逸率の簡易測定法について（研究代表者：床次眞司） 

37) 長崎大学・アスタチン-211の放射能濃度測定系の開発（研究代表者：床次眞司） 

38) 長崎大学・連続捕集型大気モニタの測定ジオメトリの最適化（研究代表者：床次眞司） 

39) 東京大学・自然起源放射性物質の評価目的に応じた各種測定方法に関する研究（研究代表

者：床次眞司） 

40) 東京大学・ラドンばく露に対する効果的な対策の開発：アジアの居住要因と人間のライフスタイ

ルの動態評価とパラメータ調査（研究代表者：大森康孝） 

41) 東洋大学・林床からのラドン散逸に関する予備的な観測（研究代表者：大森康孝） 

42) 広島大学・カザフスタンのウラン開発地域のラドンばく露と肺がんリスクの関係に関する研究（研

究代表者：大森康孝） 
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43) 広島大学・日本における大地ガンマ線外部被ばくによるがんリスクマッピングの開発（研究代表

者：大森康孝） 

44) 福島大学・自動車走行サーベイの高度化に関する研究（研究代表者：大森康孝） 

45) 福島県立医科大学・原発事故由来放射性核種を対象とした積雪による放射線の遮蔽効果に

関する研究（研究代表者：大森康孝） 

46) 福島県立福島高校・福島県とタイにおける放射線被ばく量の比較研究（研究代表者：大森康

孝） 

 

 

【研究助成】 

 1．文部科学省科学研究費 

  A．研究代表者として 

1) 床次眞司、基盤研究（A）ラドンと PM2.5の複合被ばくによる肺がんへの影響とその低減策の確

⽴、配分額：8,437千円(2024 年度) 

2) 大森康孝、国際共同研究加速基金（海外連携研究） ラドンの肺がんリスク評価は妥当か？カ

ザフスタンの高ラドン濃度地域における再検証、配分額：3,300千円(2024年度) 

3) 大森康孝、基盤研究（C）空間放射線量に対する積雪の影響：原子力災害への備えと新たな積

雪水分量測定法の開発、配分額：200千円(2024年度) 

  

  B．他研究単位との研究分担者として 

1) 床次眞司、基盤研究（B）我が国のラドンによる肺がんリスク潜在地域マッピングのための評価

手法の高度化、配分額：500 千円(2024年度) 

2) 大森康孝、基盤研究（B）我が国のラドンによる肺がんリスク潜在地域マッピングのための評価

手法の高度化、配分額：200 千円(2024年度) 

 

 2．その他の省庁からの研究費 

  A．研究代表者として 

1) 床次眞司、環境省、福島県民の放射線被ばくに対する理解向上を目指した自然及び人工放

射線からの公衆被ばく線量調査、7,031千円（2024年度） 

2) 床次眞司、日本原子力研究開発機構、浪江町津島地区における環境放射線アセスメントのモ

デル実証、5,421 千円（2024 年度） 

3) 床次眞司、環境省、福島県内の放射線リスクコミュニケーション活動と研究調査における社会

還元、16,483千円（2024 年度） 

4) 床次眞司、公益財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構、浪江町の復興をフォロ

ーアップする地域人材育成のための保健･環境･防災教育プログラム、17,500千円（2024年度） 

5) 床次眞司、 環境省、産官学連携による持続可能な実践型放射線防護人材育成プログラムの

創生、13,889千円（2024 年度） 

  B．他研究単位との研究分担者として 

 なし 

 

 3．学内の研究助成 

  A．研究代表者として 

1) 床次眞司、 令和 6 年度次世代研究者挑戦的研究プログラム、Occupational exposure and 

environmental radiation in tin smelter, Bangka, Indonesia、200 千円（2024年度） 

  

  B．他研究単位との研究分担者として 

 なし 
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 4．民間の研究助成       

1) 床次眞司、 2024 年度自転車等機械振興事業に関する補助金（JKA）、標的アイソトープ治療

に用いる人工アルファ線放出核種の高感度迅速検知システムの開発、4,933 千円（2024年度） 

 

 

【研究に関する社会活動】 

 1．国際交流，国際的活動 

  A．国際学術集会の主催 

 なし 

  

  B．外国人研究者の招聘、受け入れ状況 

1) Eka Djatnika Nugraha, The National Research and Innovation Agency of Indonesia, インドネシ

ア, 2024年 4月 1日～2025 年 3月 31 日 

2) Uuganbaatar Batdorj、国立食品安全リファレンス・ラボラトリー、モンゴル、2024 年 9 月 26 日～

2024年 12月 20 日 

  

  C．外国からの留学生、研究生の受け入れ状況 

1) Saowarak Musikawan、博士後期課程、タイ（2022 年 4月から博士後期課程修了まで） 

2) Radhia Pradana、博士前期課程、インドネシア（2022年 4 月から博士後期課程修了まで） 

3) Iemsap Supphakorn、研究生、タイ（2025 年 3 月まで） 

  

  D．外国研究機関の視察、研究参加（3 ヵ月未満）状況 

1) 床次眞司, 大森康孝、アスタナ医科大学・国立科学医療センター、カザフスタン、2024 年 4 月

15～19 日 

2) 床次眞司、ケニヤッタ大学、ケニア、2024年 4月 23～26 日 

3) 大森康孝、アスタナ医科大学、カザフスタン、2024 年 9 月 9～15日 

4) 床次眞司, 大森康孝、Radonova、スウェーデン、2025年 1月 22日 

5) 床次眞司, 大森康孝、放射線防護庁、ドイツ、2025 年 1 月 23 日 

6) 床次眞司、アデレード大学、オーストラリア、2025年 2月 17～18日 

7) 床次眞司、カターニャ大学、イタリア、2025年 3月 10～11 日 

8) 床次眞司、チェンマイ大学、タイ、2025年 3月 26～29日 

  

  E．外国研究機関への留学（3 ヵ月以上）状況 

 なし 

  

  F．その他 

1) Rusbani Kurnikawanほか 5 名, The National Research and Innovation Agency of Indonesia, 

Mamuju Health Polytechnic, インドネシア, 2024 年 9 月 12 日～24日（共同研究） 

2) Baglan Kazhiakhmetova, Astana Medical University, カザフスタン, 2024 年 9 月 19～28日（共

同研究） 

3) Baglan Kazhiakhmetova, Astana Medical University, カザフスタン, 2025年 3月 31 日～2025

年 4月 11日（インターンシップ） 

4) Anel Lesbek, Astana Medical University, カザフスタン, 2025年 3月 31日～2025年 4月 11日

（インターンシップ） 
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 2．国内，地域活動 

  A．全国レベルの学会の主催 

 なし 

  

  B．地方レベルの学会の主催 

 なし 

  

  C．国内他研究機関からの内地留学受け入れ状況 

 なし 

  

  D．国内他研究機関への研究参加（内地留学）状況 

 なし 

 

 

【その他】 

1) 福島県立福島高等学校スーパーサイエンス部放射線班の活動支援 

(1) 東海林航太 , 阿部のどか , 遠藤涼馬 , 新保恵太 , Thanchanok, Pumreung, Benyapa 

Suwannamajo, Chutikarn Phothong, Niwat Worasan, Pornphithak Khonhan, 大橋弘範, 床次眞

司, 大森康孝, 菊池啓一郎. 原発事故後の福島における全体被曝量の見積もりと国際比較. 

第 13回環境放射能除染研究発表会, いわき市, 福島県 (2024). 

(2) K. Tokairin, N. Abe, R. Endo, K. Shinbo, T. Pumreung, B. Suwannamajo, C. Phothong, N. 

Worasan, P. Khonhan, S. Tokonami, Y. Omori, K. Kikuchi, H. Ohashi. Estimation and 

comparison of inhalation doses at Fukushima and Thailand in its students' rooms. The 11th 

Educational Symposium on Radiation and Health by Young Scientists, Hirosaki, Aomori 

(2024). 

2) 国際シンポジウム NARE2023の学術論文集の刊行（Radiation Protection Dosimetry 誌第 200

巻 16-18 号、2024年 11 月） 

3) Thematic Workshop on Measurements of Radioactive Aerosols in the Environment and 

Workplacesの開催（2025年 2月 28日、2 か国 11 機関から 37 名が参加） 

 

 

【添付資料】 

1) 東奥日報 「JKA 補助事業県内 5団体に交付」  （2024年 4月 11日） 

2) 弘前大学ホームページ 「日本放射線影響学会第 67回大会にて本学学生が優秀発表賞（ポ

スター発表部門）を受賞しました」 （2024年 10月 3日、URL：

https://www.hirosaki-u.ac.jp/topics/97879/） 

3) 弘前大学ホームページ 「本学大学院生が「建物の放射線遮蔽効果」について執筆した論文

が Top10％ジャーナルに掲載されました」 （2024年 11月 27日、URL：

https://www.hirosaki-u.ac.jp/topics/99045/） 

4) 福島県富岡町ライフとみおか 27号 「特定帰還居住区域で行った家屋の放射線調査の結果

について」 （2024年 12月、URL：

https://tomioka-radiation.jp/files/magazine/magazine027_print.pdf） 

5) RAB青森放送 「世界初 X線遮蔽の透明材料 研究の中心は弘前南高卒の大学院生」

（2024年 12月 5日） 

6) デーリー東北 「無色透明材で X線遮蔽」 （2024年 12月 6日） 

7) 東奥日報 「エックス線遮る新素材」 （2024年 12月 6日） 

8) 陸奥新報 「X線遮蔽できる無色透明素材 世界初の複合材料開発」 （2024年 12月 6日） 
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9) 弘前大学ホームページ 「世界初 無色透明なＸ線を遮蔽できる複合材料の開発に成功 ～弘

前大学被ばく医療総合研究所及び保健学研究科と山形大学高橋辰宏研究室との共同研究

成果～」 （2024年 12月 10日、URL：https://www.hirosaki-u.ac.jp/topics/99326/） 

10) 読売新聞 「無色透明 X線遮る新材料」 （2024年 12月 18日） 

11) 山形新聞 「エックス線遮蔽 新材料出来た」 （2025年 2月 3日） 

12) 千代田テクノル FBNews 「年間被ばく線量の国際比較～大学や地域の支援と貴重な出会い

に支えられて～」 （2025年 2月 1日、URL：

https://www.c-technol.co.jp/wp/wp-content/uploads/2025/01/FBN578.pdf） 

13) 弘前大学被ばく医療総合研究所ホームページ 「国際原子力機関が策定した放射線安全に

関する指針に研究成果が引用されました」 （2025年 3月 26日、URL：

https://irem.hirosaki-u.ac.jp/?p=4540） 

14) 弘前大学医学部保健学科・大学院保健学研究科ホームページ 「令和 6年度大学院保健学

研究科研究科長賞授与式を行いました」（2025年 3月 26日、URL：

https://ghs.hirosaki-u.ac.jp/7452） 

 

 

【社会貢献活動の実施状況】 

 1．学会（研究会）などにおける委員としての活動   

件 名 役職等 氏 名 

Asia-Oceania Radon Association 会長 床次眞司 

国際標準化機構(ISO) 

TC85/SC2/WG17（放射能測定）TC147/SC3（水中放射

能測定） 

専門委員、コンビ

ナ、プロジェクトリー

ダー (ISO20043) 

WG15 コンビナ 

床次眞司 

国際電気標準会議（IEC）TC45/SC45/WGB10 

（ラドン測定装置に関する国際規格） 

専門委員、プロジェ

クトリーダー 

(IEC61577-6) 

床次眞司 

RadoNORM 国際アドバイザリーボード メンバー 床次眞司 

一般社団法人 日本放射線影響学会 企画委員会 委員 床次眞司 

一般社団法人 日本放射線影響学会 編集委員会 委員 床次眞司 

一般社団法人 日本放射線影響学会 賞等選考委員会 委員 床次眞司 

一般社団法人 日本放射線影響学会 日本放射線影

響学会の活動に関する審議 

学術評議員 床次眞司 

国際標準化機構(ISO) TC85/SC2/WG17（放射能測定） 専門委員 大森康孝 

国際電気標準会議（IEC）TC45/SC45/WGB10 

（ラドン測定装置に関する国際規格） 

専門委員 

 

大森康孝 

Asia-Oceania Radon Association 委員 大森康孝 

 

 2．学会（研究会）などの開催      

件 名 役職等 氏 名 

なし   

 

 3．学術雑誌の編集委員などとしての活動（雑誌の査読は含まない）  

雑誌名 役職等 氏 名 

Journal of Radiation Research Associate Editor 床次眞司 

Radiation Environment and Medicine Editor-in-Chief 床次眞司 

Frontiers in Public Health Associate Editor 床次眞司 

Cancers/Radiation Associate Editor 床次眞司 
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Radiation Guest Editor 床次眞司 
Radiation Protection Dosimetry Guest Editor 床次眞司 

Radiation Environment and Medicine Associate Editor 大森康孝 

 

 4．学術雑誌の査読  

雑誌名 氏 名 備 考 

Applied Radiation and Isotopes (2) 大森康孝  

Atmosphere (1) 大森康孝  

Atom Indonesia (2) 大森康孝  

Earth (1) 大森康孝  

Frontiers in Public Health (1) 大森康孝  

Journal of Geophysical Research-Solid Earth (1) 大森康孝  

Journal of Radiation Research (1) 大森康孝  

Journal of Radioanalytical and Nuclear Chemistry (1) 大森康孝  

Measurement (1) 大森康孝  

Radiation Measurements (1) 大森康孝  

Radiation Medicine and Protection (1) 大森康孝  

Radioisotopes (1) 大森康孝  

 

 5．国や地方自治体などにおける審議会・委員会委員としての活動 

件 名 役職等 氏 名 

福島県浪江町 浪江町除染検証委員会 委員 床次眞司 

青森県原子力災害医療対策専門部会  委員 床次眞司 

青森県防災会議及び青森県防災会議原子力部会 専門委員 床次眞司 

青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議  委員・副議長 床次眞司 

青森県放射線に関する正しい知識の普及・啓蒙  顧問 床次眞司 

岡山県環境放射線等測定技術委員会 委員 大森康孝 

 

 6．新技術の創出など新産業基盤の構築への寄与（特許取得も含む） 

件 名 氏 名 備 考 

なし   

 

 7．産学共同事業への参加、技術移転・相談 

件 名 氏 名 備 考 

放射性エアロゾルの評価に関する技術指導 床次眞司 企業 1件 

 

 8．講演（大学での授業、研究発表を除く。一般市民の生涯学習等への寄与を含む。） 

件 名 氏 名 開催場所，年月 

青森県医師会令和 6 年度 IPPNW 青森県支部総会「弘

前大学が取り組む被ばく医療と原子力防災」 

床次眞司 青森県青森市 

2024年 12月 

福島県浪江町立なみえ創成中学校出前授業「放射線

について」 

大森康孝 福島県浪江町

2025年 1月 

青森県消防学校「放射線被ばくによる人体への影響

とその防護」 

床次眞司 青森県青森市 

2025年 2月 

産業医科大学放射線衛生管理学研究室カンファレン

ス「原子力災害時に自分は何ができるか？〜福島の

経験を元に〜」 

床次眞司 福岡県北九州市

2025年 3月 
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 9．弘前大学職員兼業規程における兼業基準による活動など 

件 名 役職等 氏 名 

国際標準化機構(ISO)  専門委員 床次眞司 

国際電気標準会議(IEC) 専門委員 床次眞司 

国際標準化機構(ISO)/TC147/SC3（放射能測定）国内

審議委員会  

委員長 床次眞司 

国際標準化機構(ISO)/TC147（水質）国際標準化対応

委員会 

委員 床次眞司 

国際標準化機構(ISO)/TC85/SC2(放射線防護)国内審

議委員会  

委員 床次眞司 

日本分析センター 環境放射線モニタリングにおける線

量評価研修 

講師 床次眞司 

日本原子力研究開発機構 放射性飛散微粒子挙動の

解明に関する分科会 

委員 床次眞司 

日本分析センター PAモニタリング委員会  委員長 床次眞司 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 有人サポ

ート委員会（宇宙放射線被ばく管理分科会） 

専門委員 床次眞司 

北海道科学大学 客員教授 床次眞司 

広島大学 客員教授 床次眞司 

チェンマイ大学保健医療学部 客員教授 床次眞司 

衡陽師範学院 客員教授 床次眞司 

国際標準化機構(ISO)  専門委員 大森康孝 

国際電気標準会議(IEC) 専門委員 大森康孝 

国際標準化機構(ISO)/TC85/SC2（放射線防護）国内審

議委員会  

委員 大森康孝 

アスタナ医科大学（カザフスタン） 海外科学コンサルタ

ント 

大森康孝 

福島県立医科大学医学部 非常勤講師 大森康孝 

 

 10．国際交流への貢献（協定・覚書締結先や国際共著論文のための活動など）  

件 名 氏 名 備 考 

カザフスタン・アスタナ医科大学放射線生物学・放射線

防護研究所との部局間連携協定 

大森康孝 2024 年 4 月 16

日 

カザフスタン・アスタナ医科大学、国立科学医療センタ

ーとの部局間連携協定（3機関連携協定） 

大森康孝 2024 年 4 月 16

日 

インド・アンベドカル国立工科大学研修コース（GIAN）

講義 

床次眞司 2025年1月6～9

日 

 

 11．その他（ボランティア、マスコミによる公表など）  

件 名 氏 名 備 考 

東奥日報 「JKA 補助事業県内 5団体に交付」   床次眞司 2024 年 4 月 11

日掲載 

文科省と附置研センターとの定例ランチミーティング「ラ

ドンを丸ごと理解する」 

大森康孝 2024年１１月１日

掲載 

福島県富岡町 ライフとみおか 27号 「特定帰還居住区

域で行った家屋の放射線調査の結果について」 

大森康孝 2024 年 12 月掲

載 

RAB青森放送 「世界初 X線遮蔽の透明材料 研究の

中心は弘前南高卒の大学院生」 

床次眞司 2024 年 12 月 5

日放送 
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デーリー東北 「無色透明材で X線遮蔽」  床次眞司 2024 年 12 月 6

日掲載 

東奥日報 「エックス線遮る新素材」  床次眞司 2024 年 12 月 6

日掲載 

陸奥新報 「X 線遮蔽できる無色透明素材 世界初の複

合材料開発」  

床次眞司 2024 年 12 月 6

日掲載 

読売新聞 「無色透明 X線遮る新材料」  床次眞司 2024 年 12 月 18

日掲載 

山形新聞 「エックス線遮蔽 新材料出来た」  床次眞司 2025年 2月 3日

掲載 
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【令和６年度に設定した活動計画の達成度】 

＜福島県及び浪江町復興支援＞ 

１．浪江町を含む福島県において空間線量率や空気中放射能などのデータを蓄積し、住民に対す

る放射線リスクコミュニケーションに活用する。さらに、浪江町内の関連施設に対する支援事業も

ニーズに応じて継続する（環境省「放射線の健康影響に係る研究調査事業」）。 

 

→環境省「放射線の健康影響に係る研究調査事業」において、福島県の３地方（浜通り、中通り、

及び会津地方）において放射線源ごとの被ばく線量のパイチャートを作成し、放射線リスクコミュニ

ケーションに活用するプロジェクトを開始した。令和６年度は、浜通りの３町村で作成した被ばく線量

のパイチャートをリスクコミュニケーションに活用し、その効果を検証した。さらに環境放射線の調査

においては、従来の自動車走行サーベイ法を改良して、原子力事故由来の空間線量率と天然由

来の空間放射線量率を分離して測定する技術の開発を進めた。また、福島イノベーション・コース

ト構想推進機構の大学等の「復興知」を活用した人材育成基盤構築事業では、浪江町津島地区

に環境放射線・放射能モニタリングシステムを構築し、データを継続的に蓄積した。同事業における

大学院生や学部学生を対象とした研修プログラムでは、このシステムを活用した環境放射線モニタ

リングのほか、浪江町の空間線量率の把握を目的とした自動車走行サーベイを実施した。これらで

得た知見を基盤として、浪江町の出張相談窓口や成果報告会等における住民との対話や、なみえ

創成中学校における出前授業への支援を行うとともに、富岡町において教養教育科目「環境放射

線計測学演習」を実施した。さらに、令和５年度に行った旧津島小学校・中学校の環境放射線調査

の成果を大学院生が論文としてまとめ、インパクトファクタ 6.2を有し、同誌が対象とする科学分野に

おいて上位 10%以内（Top10%ジャーナル）に位置する国際的に有力な学術雑誌である

Ecotoxicology and Environmental Safety誌に公表した。（達成度：100%） 

 

２．放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点(ERAN)に参画する機関（環境科学技術

研究所、福島大学、日本原子力研究開発機構など）との共同研究を推進し、環境中における放

射性核種の移行調査を継続して行う。 

 

→ERAN の枠組みにおいて、国内５機関とともにラドンに関する一次標準測定機器の開発、最新型

の空気清浄機を用いた屋内ラドンの低減化、森林をエアロゾルの発生源ととらえたラドンの環境動

態など、多様な共同研究を展開した。また、日本原子力研究開発機構との共同研究では、浪江町

津島地区の特定復興再生拠点区域において、経口摂取を含めた原子力事故に由来する放射性

物質による帰還住民の放射線被ばくの評価を行った。（達成度：100%） 

 

 

＜被ばく医療・放射線科学研究＞ 

1．アジア・アフリカ諸国との共同研究の強化を行い、居住環境中のラドンの計測・動態調査・被ばく

線量評価を実施する。さらに、インドネシア・スラウェシ島やバンカ島、タイ・チェンマイ、カザフス

タン等の放射線へのばく露による健康影響が危惧される地域における環境放射線・環境放射能

調査を継続して実施する。国内外の関連機関（インドネシア国家研究革新庁、タイ原子力平和利

用事務局、チェンマイ大学、アスタナ医科大学、広島大学、鹿児島大学など）との連携による共

同研究を進める（科研費「基盤研究 A 事業」および「国際共同加速基金海外連携研究」の推

進）。 

 

→アジア・アフリカ諸国を中心に、放射線被ばくのみならず、重金属等も含めた複合ばく露に着眼

した国際共同研究を行った。これらの研究を通して、教員の派遣と外国人研究者の受入れによる

双方向の学術交流を図った。インドネシアとの共同研究では、世界有数の天然鉱物資源開発地

であるバンカ島における公衆と資源開発関連作業者、並びに新たな高自然放射線地域として注目

されるスラウェシ島マムジュ地域における公衆を対象に、放射線被ばくや重金属ばく露に関する調

査を進めた。タイとの共同研究では、タイ・原子力平和利用事務局と連携して閉鎖された錫鉱山が
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公衆へ与える放射線科学的影響の評価や、タイ・チェンマイ大学と連携をしてラドンと大気汚染の

複合ばく露による健康影響を明らかにするプロジェクトを進めた。さらに、カザフスタン・アスタナ医

科大学と屋内ラドンと大地放射線の測定に関する共同研究を行った。これらの共同研究で得られた

知見について、24編の国際共著論文として公表することができた。（達成度：100%） 

 

２．α線内用療法として注目される 211Atの安全な利用に資するため、211Atの放射性製造施設外へ

の漏洩を監視することができるモニタリングシステムを設計する（公益財団法人 JKA「競輪とオート

レースの補助事業」の推進）。 

 

→標的アイソトープ治療として注目される 211Atの医学利用で課題となる、211Atを製造する時の

施設外への漏洩を即時に検知するシステムの開発を理化学研究所とともに進めている。令和６

年度は、システム設計のための測定原理を検討した。211At がアルファ線を放出するときに産出され

る 211Po が電荷を有し電圧をかけることで捕集することができることに着目し、アルファ線のエネルギ

ーを識別することによる 211Po と天然由来放射性核種のシグナルの弁別に関する実験を行った。そ

の結果、211Po のアルファ線エネルギーに相当する領域では天然由来放射性核種を十分に弁別す

ることができるエネルギー分解能を有することが明らかとなった。これより、211Po を静電捕集しアルフ

ァ線スペクトロメトリにより測定することで 211Atを定量する検出システムの原理を決定した。（達成度：

100%） 

 

３．空間線量率の変動要因の解明と補正方法の確立に関する福島県立医科大学との共同研究を

継続して進める（科研費「基盤研究 C事業」の推進）。 

 

→原子力事故由来の人工放射性物質および土壌に含まれる天然放射性物質に着目し、それぞれ

の物質に対する積雪によるガンマ線の遮蔽のメカニズムを明らかにして、積雪による空間線量率低

下のモデル化を進めている。令和６年度は、モデルの妥当性検証のために空間線量率と積雪水分

量のデータの蓄積を継続して行った。ウラン系列元素が寄与する空間線量率は積雪水分量の変化

に対して減少するものの、特定の値で飽和する傾向が認められた。この要因を明らかにするため、

連続測定を行っているラドン濃度を用いた解析を行った結果、一般的な屋外の平衡ファクタを仮定

した場合、大気中を浮遊するラドン子孫核種濃度が寄与する空間線量率が積雪により遮蔽されず

測定されていることが要因であることが示唆された。（達成度：100%） 

 

 

 

 

【令和７年度活動計画書】 

活動の概要    

・ 令和７年度もこれまでと同様に、「弘前大学と浪江町の復興活動に関わる協定」に基づき、浪

江町の復興支援を継続する。外部資金の事業を活用し、特に帰還した住民を中心とした放射

線リスクコミュニケーションに資する実環境データを取得する。 

・ 原子力規制庁より、高度被ばく医療支援センターとして指定を受けていることを踏まえ、引き続

き、被ばく医療を含む放射線科学研究を実施して積極的に情報発信するとともに、関連機関と

の交流を進める。さらに、国際機関や海外の関連機関との連携を強化する。 

 

  

活動計画  

１．福島県及び浪江町復興支援 

浪江町を含む福島県において空間線量率や空気中放射能などのデータを蓄積し、住民に対す

る放射線リスクコミュニケーションに活用する。さらに、浪江町内の関連施設に対する支援事業も

ニーズに応じて継続する。 
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２．共同利用・共同研究拠点としての共同研究の活性化 

放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点として国内外の機関との共同研究を推

進し、環境中における放射性核種の移行や放射線被ばくの評価に関する調査を継続して行う。 

 

３．放射線被ばくによる健康影響に関する国際共同研究の展開 

アジア・アフリカ諸国との共同研究の強化を行い、居住環境中のラドンの計測・動態調査・被ば

く線量評価を実施する。さらに、インドネシア・スラウェシ島やバンカ島、タイ・チェンマイ、カザフス

タン等の放射線へのばく露による健康影響が危惧される地域における環境放射線・環境放射能

調査を継続して実施する。国内外の関連機関（インドネシア国家研究革新庁、タイ原子力平和利

用事務局、チェンマイ大学、アスタナ医科大学、広島大学、鹿児島大学など）と連携しながら共

同研究を進める。 

 

４． 放射線の医学利用を加速化する研究の展開 

α線内用療法として注目される 211At の安全な利用に資するため、211At の放射性製造施設外

への漏洩を監視することができるモニタリングシステムを理化学研究所などとともに開発する。 

 

５． 原子力災害に対応する研究の展開 

原子力事故に由来する放射性エアロゾルの即時検知システムの開発と、空間線量率の変動要

因の解明及び補正方法の確立に関する研究を、大学や企業との共同研究として進める。 
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４．研究に関する実績  
※2024年 4月～2025年 3月 

 

（３）放射化学・生態影響評価部門 
 

【構成員】 

  教 授 赤田 尚史 

 

【概要】 

放射化学・生態影響評価部門では、被ばく線量評価のための化学的アプローチを行っていま

す。生体試料中の放射性核種を分析することにより、人体への摂取量、残留量または排泄量、

そして内部被ばくを評価します。内部･外部被ばく線量を評価するためには環境中放射性核種

濃度分布や動態を明らかにすることも重要であることから、環境試料や農水産物などの分析お

よび放射性核種の移行挙動に関する研究も行います。さらに、弘前大学が原子力規制委員会よ

り指定を受けている高度被ばく医療支援センターが担うバイオアッセイによるアクチニドを

含む内部被ばく線量評価を担当しています。 

 

 

 

【論文・MISC・書籍等出版物】 

1．論文 

1) Y. Narazaki, A. Sakoda, N. Akata, H. Itoh, N. Momoshima: Variation analysis of 

atmospheric 7Be activity concentrations with respect to precipitation. J. Environ. Radioact., 

277, 107432 (2024) 

2) N. Akata, D. Anderson, H. Kakiuchi, R. Yamada, H. Hasegawa, S. Ueda: Tissue-free water 

tritium and non-exchangeable organically bound tritium concentrations in fish near coastline 

during and after operation of Japan's first nuclear fuel reprocessing facility. Sci. Total 

Environ., 947, 174404 (2024) 

3) N. Akata, K. Okada, N. Otashiro, H. Kuwata, K. Kheamsiri, K. Ohno, Y. Yoshinaka, R. 

Yamada, M. Tanaka: Performance test of improved commercially available tritium 

enrichment system: Toward rapid and high efficiency enrichment. Radiat. Environ. Med., 

13, 60-64. (2024)  

4) S. Nakasone, A. Ishimine, Y. Tamakuma, M. Hosoda, N. Akata, T. Sanada, M. Tanaka, S. 

Yokoyama, M. Sakama, A. Tanahara, M. Furukawa, S. Tokonami, Y. Yasuoka, Y. Shiroma: 

Interlaboratory comparison in Japan for Radon determination in water. Jpn. J. Health Phys., 

59, 131-134 (2024) 

5) F.K. Sime, D.S. Gondji, I. Rosianna, E.D. Nugraha, O.B. Modibo, C. Kranrod, Y. Omori, N. 

Akata, M. Hoisoda, Saȉdou, S. Toko0nami: Ecological and health risks from trace elements 

contamination in soils at the Rutile Bearing area of Akonolinga, Cameroon. appl sci, 14, 

10538 (2024)  

6) H. Tazoe, Y. Amano, Y. Ishida, M. Yamada, N. Akata: Optimization of pretreatment protocol 

for strontium-90 analysis in marine fish bone samples. Radiat. Prot. Dosim., 200, 1861-1866 

(2024) 

7) A. Takeda, Y. Unno, M. JB. Swallow, Y. Yagasaki, T. Yasutaka, N. Akata: Development of 

evaluation method for radiocesium availability in soil by biomimetic approach. Radiat. Prot. 

Dosim., 200, 1767-1771 (2024) 

8) K. Kheamsiri, O.B. Modibo, B.S. Hadi, H. Kuwata, R. Yamada, C. Kranrod, N. Akata: 

Atmospheric concentrations of 7e and 210Pb in weekly aerosols at Hirosaki, a heavy 

snowfall area in Japan. Radiat. Prot. Dosim., 200, 1782-1786 (2024) 

9) N. Akata, K. Ohno, H. Kuwata, K. Kheamsiri, Y. Yoshinaka, R. Yamada, Y. 

Kitayama, S. Aizawa, S. Nakasone, A. Ishimine, M. Tanaka, Y. Shiroma, S. Tokonami, M. 
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Furukawa: Tritium concentration in monthly precipitation in Okinawa and Kagoshima, 

southern Japan. Radiat. Prot. Dosim., 200, 1792-1796 (2024) 

10) R. Yamada, H. Kuwata, K. Kheamsiri, K. Ohno, Y. Kitayama, Y. Yoshinaka, S. 

Yoshinaga, N. Kurita, N. Akata: Characteristics of tritium, stable isotopes and chemical 

components in monthly precipitation at Hiroshima, Japan. Radiat. Prot. Dosim., 200, 

1797-1801 (2024) 

11) M. Tanaka, S. Kurita, N. Akata: Impacts of the large fusion test facility on tritium in 

environmental water and natural radiation levels. Radiat. Prot. Dosim., 200, 1802-1806 

(2024)  

12) H. Kuwata, R. Yamada, K. Kheamsiri, H Kakiuchi, T. Tamari, N. Shima, N. Akata: 

Evaluation of combustion system for organically bound tritium analysis using dried fish 

samples. Radiat. Prot. Dosim., 200, 1807-1812 (2024)  

13) H. Hasegawa, N. Akata, K. Okuyama, S. Ochiai, H. Kakiuchi, S. Ueda: Study of seasonal 

variation of accident-derived atmospheric radiocesium in Koriyama City, Fukushima 

Prefecture, Japan during 2011-2014.  Radiat. Prot. Dosim., 200, 1829-1834 (2024) 

14) R. Suzuki, K. Okuyama, K. Chiba, T. Hashimoto, N. Katsumata, A. Ukitsu, K. 

Kheamsiri, R. Yamada, N. Akata: Behavior of radioactive cesium concentration for 13 

years after FDNPP accident at Koriyama campus of Nihon University, Fukushima, 

Japan. Radiat. Prot. Dosim., 200, 1835-1839 (2024) 

15) M. Hegedűs, H. Kuwata, K. Kheamsiri, M. Novák, R. Yamada, N. Akata, T. Kovács: 

Tritium determination in natural water samples in Fukushima from 2022 to 2023 using an 

ultra-low level tritium counting system. Radiat. Prot. Dosim., 200, 1845-1849 (2024) 

16) V. Susanto, R. Pradan, E.D. Nugraha, P. Sumintadireja, O.B. Modibo, I. Rosianna, N. 

Rahajeng, H. Ahmad, R. Kurniawan, L. Rixson, A. Yuningsih, Y. D. Siregar, A. Saepuloh, 

W. Wahyudi, H. Tazoe, N. Akata, S. Tokonami: A Bioassay Analysis of Uranium and Lead 

in Urine Samples from a High Natural Background Radiation Area in Indonesia. 

environments, 12, 51 (2025) 

17) S. Musikawan, W. Poltabtim, K. Kheamsiri, C. Kranrod, T. Pluemjit, K. Aramrun, Y. 

Omori, H. Tazoe, M. Hosoda, N. Akata, S. Tokonami: Natural gamma dose rate and 

radioactivity concentrations at a former tin mining area in Kanchanaburi, Thailand. J. 

Radioanal. Nucl. Chem., (2025) 

18) D. Anderson, Y. Oda, Y. Taira, Y. Omori, H. Tazoe, N. Akata, C.Kranrod, R. Yamada, H. 

Kuwata, Y. Tamakuma, H. Kudo, M. Osanai, N. Nishimura, Y. Yasuoka, T. Sanada, M. 

Hosoda, S. Tokonami: Fukushima's tap water and groundwater a decade after the nuclear 

accident with Radiocesium, Tritium and Radon. Env. Sci. Technol., 59, 4906–4914 (2025) 

19) Y. Narazaki. A. Sakoda, N. Akata, H. Itoh, N. Momoshima: Measurement and analysis of 

long-term variation of atmospheric 7Be activity concentrations in Dazaifu (western 

Japan). J. Environ Radioact., 284, 107612 (2025) 

20) K. Kheamsiri, D. Anderson, H. Tazoe, K. Okada, N. Otashiro, H. Kuwata, H. Kakiuchi, 

M. Hosoda, T. Kovács, S. Tokonami, N. Akata: Elevated levels of tritium in surface water 

collected in the immediate aftermath of the Fukushima accident. Env. Pollut., 372, 126040 

(2025) 

21) H. Kuwata, K. Kheamsiri, R. Yamada, T. Tamari, H. Kakiuchi, M. Tanaka, N. Akata: 

Optimization and validation of combustion-based analysis of organically bound tritium in 

pine needles. J. Radioanal. Nucl. Chem., (2025) 

 

 2．MISC 

1) Y. Tamakuma, M. Hosoda, N. Akata: Report of Preliminary Survey on Ambient Dose Rate and 

Particulate Matter in Catania, Italy. Rad Environ. Med., 12, 51 (2024) 

 

 3．書籍等出版物 

 なし 
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【講演・口頭発表・ポスター発表】 

  １. 講演 

1) 赤田尚史：トリチウム計測技術と日本におけるバックグラウンド濃度計測. 核融合技術の社

会受容にむけたトリチウムの環境動態･生体影響評価研究，土岐市，2024.6.20 

 

  2．口頭発表 

1) M. Gusyev, A. Cauquoin, Y. Igarashi, H. Takata, S. Hirao, N. Akata：Anthropogenic and natural 

tritium radioisotope in terrestrial water cycle of Fukushima, Japan. EGU general assembly 2024, 

Vienna, Austria, 2024.4.12-19.  

2) 八島浩，五十嵐康人，末木啓介，赤田尚史，杉原真司，齋藤敬，栗原雄一，横山須美，福田

直子：放射性核種の土壌深度分布とインベントリ―を用いた土壌試料の改変評価，JPGU 

meeting 2024，千葉，2024.5.26-31. 

3) 赤田尚史：環境中トリチウムとその挙動. 第 61回アイソトープ･放射線研究発表会, 東京, 

2024.7.3 （招待） 

4) 長谷川英尚，柿内秀樹，植田真司，落合伸也，赤田尚史，床次眞司：福島県浪江町南津島地

区で観測した 137Csの大気中濃度と降下量の変動．大気環境学会北海道東北支部学術集会，

札幌，2024.10.11. 

5) H. Kuwata, K. Kheamsiri, Y. Kitayama, R. Yamada, Y. Akimoto, Y. Oshimi, T. Tamari, N. 

Akata: Comparison experiment of combustion technique for OBT analysis using Japanese lake 

fish samples.  International Symposium on The Sources, Effects and Risks of Ionizing Radiation 

(SERIR 2024), Bali, Indonesia, 2024.10.14-16. 

6) I. Rosianna, R. Pradana, Wahyudi, E.A. Fajrianshah, R.C. Ciputa, I.G. Sukadana, H. Syaeful, 

F.D. Indrastomo, F. Pratiwi, T.B. Adimedha, E.D. Nugraha, H. Tazoe, N. Akata, S. Tokonami：

Major and trace elements concentrations in Tin processing samples from industry at Bangka, 

indonesia. International Symposium on The Sources, Effects and Risks of Ionizing Radiation 

(SERIR 2024), Bali, Indonesia, 2024.10.14-16. 

7) N. Akata, H. Kuwata, Y. Kitayama, Y. Amano, M. Endo, S. Watanabe, K. Takasaki, K. 

Ichiyanagi, K. Kheamsiri, R. Yamada, N. Kurita, H. Tazoe: Continuous monitoring of tritium 

concentrations and stable isotope composition in coastal seawater collected at Iwaki City, 

Fukushima Prefecture located sourth from Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant. IX 

Terrestrial Radioisotopes in Environment International Conference on Environmental Protection, 

Hungary, 2024.11.19-21.  (Invited) 

8) N. Akata, M. Tanaka, S. Hirao: Tritium in the environment and its analytical method. The 7th 

Bilateral Workshop on Radiation Research and Related Issues 2024, Bangkok, 2024-12.11-12. 

(Invited) 

9) K. Kheamsiri, N. Akata, C. Kranrod, H Tazoe, T Thumwijit, I. Rosianna, H. Kuwata, K. 

Khetanun, N. Yimyam, Y. Unno, A. Takeda: Study of Soil Properties in Relation to 

Radionuclides in Coffee Samples from Thailand and Japan. The 7th Bilateral Workshop on 

Radiation Research and Related Issues 2024, Bangkok, 2024-12.11-12. 

10) 桑田遥, K. Kheamsiri, 北山結彩, 山田椋平, 秋元友寿, 押見良成, 玉利俊哉, 赤田尚史: 日

本の高緯度地域淡水魚を用いた OBT 分析手法の評価. 第 5 回日本放射線安全管理学会･

日本保健物理学会合同大会, 大阪, 2024.12.16-18. 

11) 北山結彩, 桑田遥, K. Kheamsiri, 田中和貴, 山田椋平, 赤田尚史: 福島県浪江町を流れる請

戸川のトリチウム濃度および化学的特徴, 第 5 回日本放射線安全管理学会･日本保健物理学

会合同大会, 大阪, 2024.12.16-18. 

12) H. Kuwata, N. Akata: Development of organically bound tritium measurement and current 

status at IREM. KAERI_ERAT Workshop on Environmental Radioactivity Analysis, Soul, 

2025.2.18-19. 

13) 赤田尚史: トリチウム環境動態と生体影響の基礎. 大気環境学会放射性物質動態分科会講演

会 , 東京（ハイブリット）, 2025.3.3. （招待） 
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14) 桑田遥, K. Kheamsiri, 北山結彩, 山田椋平, 玉利俊哉, 天野洋典, 遠藤雅宗, 鷹崎和義, 赤

田尚史:  海藻試料を用いた極低濃度レベル有機結合型トリチウム分析, 第 26 回「環境放射

能」研究会, つくば, 2025.3.12-14.  

15) 天野洋典, 長谷川英尚, 柿内秀樹, 赤田尚史: 青森県六ヶ所村における大気環境中のトリチ

ウム濃度の時系列推移. 第 26 回「環境放射能」研究会, つくば, 2025.3.12-14. 

 

  3． ポスター発表 

1) M. Taoka, M. Kiso, Y. Abe, R. Yamada, C. Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, S. Tokonami: 

Discrimination of artificial radionuclides through alpha energy spectrum analysis using 

radioactive aerosol monitors. 16th International Congress of the International Radiation 

Protection Association (IRPA16), Orlando, USA, 2024.7.7-14. 

2) 上原日和，田中将裕，チョウ･メイチュウ，リ･エンハオ，赤田尚史，安原亮：中赤外レーザー分

光によるトリチウム水連続モニタリング手法の開発．第 8 回福島第一廃炉国際フォーラム，いわ

き，2024.8.26. 

3) K. Kheamsiri, N. Akata, C. Kranrod, H. Tazoe, T Thumvijit, K. Khetanum, N. Yimyam: 

Fertilizer impact on soil properties in the coffee field, AIRID training center, Chang Mai 

University, Thailand. The 11th Educational Symposium on Radiation and Health by young 

scientists (ESRAH), Hirosaki, 2024.9.21-22. 

4) H. Kuwata, K. Kheamsiri, Y. Kitayama, R. Yamada, Y. Akimoto, Y. Oshimi, T. Tamari, N. 

Akata: Evaluation of OBT concentrations in lake fish using a semi-automatic combustion 

system. The 11th Educational Symposium on Radiation and Health by young scientists 

(ESRAH), Hirosaki, 2024.9.21-22. 

5) Y. Kitayama, H. Kuwata, K. Khemruthai, K. Tanaka, R. Yamada, N. Akata: Tritium 

concentration in Ukedo river through Namie Town, Fukushima Prefecture, Japan. The 11th 

Educational Symposium on Radiation and Health by young scientists (ESRAH), Hirosaki, 

2024.9.21-22. 

6) I. Rosianna, R. Pradana, Wahyudi, E.A. Fajrianshah, R.C. Ciputa, I.G. Sukadana, H. Syaeful, 

F.D. Indrastomo, F. Pratiwi, T.B. Adimedha, E.D. Nugraha, H. Tazoe, N. Akata, S. Tokonami: 

Assessment of the radiation exposure in tin processing sampkles from industry at high 

background radiation area, Banka, Indonesia. The 11th Educational Symposium on Radiation 

and Health by young scientists (ESRAH), Hirosaki, 2024.9.21-22. 

7) H. Fukuda, N. Akata, H. Kuwata, K. Kheamsiri, Y. Kitayama, H. Tazoe: Tritium 

concentration innsurface seawater from the equatorial to the subtropical region of Northe 

Pacific. The 11th Educational Symposium on Radiation and Health by young scientists 

(ESRAH), Hirosaki, 2024.9.21-22. 

8) N. Akata, H. Fukuda, M. Suzuki, M. Sasatani, H Tauchi, T. Shimura, S. Hirao, M. Tanaka, S. 

Kurita, M. Nagai, H. Kuwata, Y. Tamakuma, S. Kenjo, K. Ochiai, Y. Someya, S. Yokoyama: 

Overview of development of assessment models for the environmental and biological effect of 

tritium. The 8th QST International Symposium Fusion Technologies Innovation towards Net 

Zero Society, Aomori, 2024.11.14-15. 

9) K. Kheamsiri, 赤田尚史, C. Kranrod, 田副博文: Radionuclide levels in soil and coffee beans: 

A comparative study of Thailand and Japan. 第 5 回日本放射線安全管理学会･日本保健物理

学会合同大会, 大阪, 2024.12.16-18. 

10) I. Rosianna, R. Pradana, W. Wahyudi, E.A. Fajrianshah, R.C. Ciputa, I.G. Sukadana, H. 

Syaeful, F.D. Indrastomo, F. Pratiwi, T.B. Adimedha, E.D. Nugraha, H. Tazoe, N. Akata, S. 

Tokonami: Existing exposure from naturally occurring radioactive material in Tin processing, 

Bangka, Indonesia. 第 5 回日本放射線安全管理学会･日本保健物理学会合同大会, 大阪, 

2024.12.16-18. 

11) 栗田紗緒里, 田中将裕, 平尾茂一, 中田実希, 岩田智恵, 赤田尚史: 大気中分子状トリチウ

ム観測のためのパッシブサンプラー開発. 第 5 回日本放射線安全管理学会･日本保健物理学

会合同大会, 大阪, 2024.12.16-18. 
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【学術賞】 

 なし 

 

 

【共同研究】 

1) 自然科学研究機構核融合科学研究所, 海水中極低濃度トリチウム濃度の簡易計測手法の確

立, 赤田尚史 

2) 東京パワーテクノロジー株式会社, 福島第一原子力発電所の処理水処分に係わる魚類トリチ

ウム分析法に関する調査研究, 床次眞司 

3) 福島県水産海洋研究センター, 海洋生態系における放射性核種分析法の高度化に関する研

究, 赤田尚史 

 

 

【研究助成】 

 1．文部科学省科学研究費 

  A．研究代表者として 

1) 科学研究費助成事業, 基盤研究(B), 高精度かつ簡易な環境トリチウム計測手法の確立と日

本のバックグラウンド濃度測定, 赤田尚史, 2,300 千円 

  

  B．他研究単位との研究分担者として 

1) 科学研究費助成事業, 基盤研究(B), 我が国のラドンによる肺がんリスク潜在地域マッピングの

ための評価手法の高度化, 細田正洋, 200千円 

2) 科学研究費助成事業, 基盤研究(B), 内部被ばく線量評価に資する先端バイオアッセイ分析

システムの創出, 田副博文, 900 千円 

3) 科学研究費助成事業, 基盤研究(C), Elucidating spatial-temporal tritium-tracer dynamics in 

Fukushima headwater catchments by field observation and modeling, グエシフ マキシム, 50 千

円 

4) 科学研究費助成事業, 国際共同研究加速化基金（海外連携研究）, エトナ火山由来の火山噴

出物の特徴と周辺住民の呼吸器疾患との関連性の解明, 細田正洋, 800千円 

5） 科学研究費助成事業, 基盤研究(C),福島第一原子力発電所の処理水に関するリスクコミュニ

ケーションのアクションリサーチ,田中和貴,200千円 

6) 科学研究費助成事業, 基盤研究(A),ラドンと PM2.5 の複合被ばくによる肺がんへの影響,床次

眞司,1,000千円 

7) 科学研究費助成事業, 基盤研究(B), 実測データに基づく日本海側山岳降雪の定量評価と経

年変動機構の解明, 360 千円 

 

 2．その他の省庁からの研究費 

  A．研究代表者として 

 なし 

  

  B．他研究単位との研究分担者として 

 なし 

 

 3．学内の研究助成 

  A．研究代表者として 

1) 令和 6 年度科研費獲得支援事業, 高精度計測技術に基づくトリチウムの環境・生物影響の理

解とリスク評価法の確立, 赤田尚史, 50千円 
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  B．他研究単位との研究分担者として 

 なし 

 

 4．民間の研究助成       

 なし 

 

 

【研究に関する社会活動】 

 1．国際交流，国際的活動 

  A．国際学術集会の主催 

 なし 

  

  B．外国人研究者の招聘、受け入れ状況 

1) SARKAR Md Abdul Mottalib、バングラデシュ原子力庁、バングラデシュ、2024.9-12 

  

  C．外国からの留学生、研究生の受け入れ状況 

1) Khemruthai Kheamsiri, 大学院保健学研究科博士後期課程 2 年, タイ 

2) Ilsa Rosianna, 大学院保健学研究科博士前期課程 1年, インドネシア 

  

  D．外国研究機関の視察、研究参加（3 ヵ月未満）状況 

1) 赤田尚史、パンノニア大学、ハンガリー、2024.11.17-18 

  

  E．外国研究機関への留学（3 ヵ月以上）状況 

 なし 

  

  F．その他 

 なし 

 

 2．国内，地域活動 

  A．全国レベルの学会の主催 

 なし 

  

  B．地方レベルの学会の主催 

 なし 

  C．国内他研究機関からの内地留学受け入れ状況 

 なし 

  D．国内他研究機関への研究参加（内地留学）状況 

 なし 

 

 

【その他】 

 なし 

 

 

【添付資料】 

 なし 
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【社会貢献活動の実施状況】 

 1．学会（研究会）などにおける委員としての活動   

件 名 役職等 氏 名 

公益社団法人日本雪氷学会東北支部 監事 赤田尚史 

放射線安全フォーラム 企画委員 赤田尚史 

 

 2．学会（研究会）などの開催     

件 名 役職等 氏 名 

「三重水素拡散を想定した環境･生物の評価モデルの

構築及び効率的な環境計測手法の開発」2024 年度研

究会（青森県六ケ所村） 

代表幹事 赤田尚史 

IX. Terrestrial Radioisotopes in Environment 

International Conference on Environmental Protection 

Session chair 赤田尚史 

 

 3．学術雑誌の編集委員などとしての活動（雑誌の査読は含まない）  

雑誌名 役職等 氏 名 

Radiation Environment and Medicine Associate Editor 赤田尚史 

Frontiers in Public Health Review editor 赤田尚史 

 

 4．学術雑誌の査読  

雑誌名 氏 名 備 考 

Radiation Protection Dosimetry 赤田尚史 4 件 

Journal of Environmental Radioactivity 赤田尚史 4 件 

Journal of Radioanalytical and Nuclear Chemistry 赤田尚史 3 件 

Journal of Radiation Research 赤田尚史 1 件 

Scientific Reports 赤田尚史 1 件 

Science of the Total Environment 赤田尚史 2 件 

 

 5．国や地方自治体などにおける審議会・委員会委員としての活動 

件 名 役職等 氏 名 

青森県原子力センター 環境放射線調査結果検討会 委員 赤田尚史 

青森県原子力センター 環境放射線調査研究検討会   委員 赤田尚史 

福島県双葉郡浪江町環境審議委員会 委員 赤田尚史 

福島県県民健康調査検討委員会 委員 赤田尚史 

 

 6．新技術の創出など新産業基盤の構築への寄与（特許取得も含む） 

件 名 氏 名 備 考 

なし   

 

 7．産学共同事業への参加、技術移転・相談 

件 名 氏 名 備 考 

なし   
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 8．講演（大学での授業、研究発表を除く。一般市民の生涯学習等への寄与を含む。） 

件 名 氏 名 開催場所，年月 

富岡の海を知る体験ツアー科学体験「身の回りのトリチ

ウムについて」 

赤田尚史 福島県富岡町 

2024年 9月 

令和6年度弘前大学浪江町復興支援活動成果報告会・

交流会「浪江町の自然環境と教育現場を活用した人材

育成活動のお話し」 

赤田尚史 福島県浪江町 

2024年 10月 

福島県立相馬高等学校「地域理解講演会」 赤田尚史 福島県相馬市 

2024年 10月 

令和6年富岡町･大熊町まちづくりアイディアソン「水素と

トリチウムの基本について」 

赤田尚史 福島県富岡町 

2024年 11月 

令和 6 年度弘前大学浪江町復興支援活動成果報告会

in津島「浪江町での活動概要」 

赤田尚史 福島県浪江町 

2025年 2月 

 

 9．弘前大学職員兼業規程における兼業基準による活動など 

件 名 役職等 氏 名 

ISO/TC47（水質）/SC3（放射線測定）国内審議委員会 委員 赤田尚史 

公益財団法人海洋生物環境研究所 海洋放射能検討

委員会 

委員 赤田尚史 

公益財団法人環境科学技術研究所 大気・海洋排出放

射性物質影響調査検討委員会 

委員 赤田尚史 

量子科学技術研究開発機構 量子生命・医学部門 放

射線医学研究所 計測･線量評価部 

客員研究員 赤田尚史 

量子科学技術研究開発機構基幹高度被ばく医療支援セ

ンター高度被ばく医療支援センター連携会議 線量評価

部会 

委員 赤田尚史 

 

 （一財）九州環境管理協会 技術諮問委員 赤田尚史 

自然科学研究機構核融合科学研究所ユニット戦略会議 構成員 赤田尚史 

University of Pannonia, Hungary Visiting Professor 赤田尚史 

 

 10．国際交流への貢献（協定・覚書締結先や国際共著論文のための活動など）  

件 名 氏 名 備 考 

ハンガリー･パンノニア大学博士後期課程学生の学位審

査（副査） 

赤田尚史  

 

 11．その他（ボランティア、マスコミによる公表など）  

件 名 氏 名 備 考 

なし   
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【令和６年度に設定した活動計画の達成度】 

1. 環境保健学研究 

高度被ばく医療支援センターが担うバイオアッセイについて、高度救命救急センター分析室の安

定的な維持管理に努めるとともに、技能維持のための基礎実験を実施した。また、特に、福島第一

原子力発電所の廃炉作業や核融合開発で注目されているトリチウムに係るバイオアッセイを立ち上

げる量子科学技術研究開発機構とは緊密に連携しながら、万が一の原子力災害に対応するため

の放射化学分析手法を検討や国際共同比較実験に参加した。さらに、鹿児島大学との共同研究

では、生体試料中放射性核種濃度及び微量ミネラル濃度と健康状態との関連に関する研究を進め

た。（達成度：90%） 

 

2. 浪江町復興支援活動 

これまでと同様に、放射線・トリチウムに関する相談窓口対応を実施し、浪江町と連携を強化しな

がら、町内での環境試料の採取及び分析を進めた。特に、請戸川集水域の水循環研究を進め、学

会発表するとともに、請戸川の自然について「利き水」を通じて地元の中学生に情報発信した。ま

た、福島第一原子力発電所の廃炉作業に伴い発生するトリチウムを含む処理水の今後について、

浪江町民の不安解消のための活動を継続して行うとともに、近隣の富岡町で開催した講演会にお

いて情報発信した。（達成度：90%） 

 

3. 環境科学研究 

降水中トリチウムネットワーク観測を継続し、日本の濃度レベルの詳細把握を進めた。特に、有機

結合型トリチウム（OBT）分析手法の簡易･安全化を進め、様々な試料を用いて基礎データを収集し

た。本研究内容が評価され、博士後期課程学生が若手優秀賞と若手奨励賞を受賞したほか、環境

モニタリングによる内部被ばく線量評価のための各種環境試料の放射能分析を実施し、これらの研

究成果を博士後期課程学生が Q１及び Q２ジャーナルに論文として公表した。さらに、令和５年度

に実施した共同研究が評価され、令和６年度には大型の委託調査事業による外部資金を獲得でき

た。本調査事業により、トリチウム環境動態の実測とモデル計算で評価できる体制を整備し、トリチウ

ム環境･生物研究の拠点を立ち上げることができた。（達成度：100%） 

 

 

【令和７年度活動計画書】 

活動の概要    

・環境保健学研究 

緊急時対応としてのバイオアッセイに関する基盤維持および基礎研究を進めるとともに、J-Peaks に

向けて生体試料分析の基礎データを収集する。 

 

・浪江町復興支援活動 

浪江町民との連携を強化し、復興支援室業務を進める。また、請戸川および高瀬川の調査を進め、

その知見を浪江町に還元する。 

 

・環境科学研究 

国内外における調査研究や共同利用ネットワークを活用し、環境研究を進める。特に、環境･生物ト

リチウム研究では、国内の中核を目指す。 

 

  

活動計画  

・環境保健学研究 

高度被ばく医療支援センターが担うバイオアッセイについて、高度救命救急センター分析室の安

定的な維持管理に努めるとともに、技能維持のための比較実験に参加する。また、量子科学技術

研究開発機構との連携を継続し、万が一の原子力災害に対応するための放射化学分析手法の検
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討を実施する。特に、トリチウムに係るバイオアッセイについて量子科学技術研究開発機構と連携

するとともに、様々な資料に対応できるよう実験環境を整備する。さらに、鹿児島大学との共同研究

として、生体試料中放射性核種濃度および微量ミネラル濃度と健康状態との関連に関する研究を

進めるとともに、J-Peaks の開始に合わせて岩木プロジェクトで採取する住民の生体試料分析に対

応する準備を進める。 

 

・浪江町復興支援活動 

浪江町復興支援室メンバーとして、放射線・トリチウムに関する相談窓口に対応し、浪江町と連携

しながら町民に向けた情報発信を行う。特に、請戸川集水域の水循環研究を推進し、研究成果を

学会発表するとともに、請戸川の自然に関するブックレットの作成を通して情報発信を強化する。ま

た、福島第一原子力発電所の廃炉作業に伴い発生するトリチウムを含む処理水について、町民の

不安解消のための活動を継続し、講演等を通じて積極的に情報発信を行う。 

 

・環境科学研究 

今後も降水中トリチウムネットワーク観測を継続し、日本の濃度レベルの詳細把握を進める。ま

た、国内唯一の低濃度有機結合型トリチウム（OBT）計測システムを有するメリットを生かし、様々な

試料を用いて基礎データを収集する。特に、モニタリングでは検出することができない海産物の

OBT 濃度について測定を進める。一方、共同利用・共同研究拠点等を活用した国内の他機関との

共同研究等を通じて比較実験を遂行する。さらに、国内外において環境放射能研究を進める。特

に、タイにおける土壌・植物移行調査、大気中 PM2.5 と健康影響に関する研究を進め、タイとの連

携を強化する。 

昨年度までに確立した環境･生物トリチウム研究のネットワークを基盤に、新規で開始する科研費

基盤研究 A や QST 委託研究を活用したトリチウム環境･生物研究の中核を目指す。さらに、タイの

研究機関とのトリチウム分析に関する共同研究を開始する。 
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2) H. Tazoe, Expanding Applications: Advanced Separation Methods Across Oceanography, 

Fisheries, and Archaeology, The KAERI_ERAT Workshop on Environmental Radioactivity 

Analysis、Daejoen, Republic of Korea、2025. 

3) H. Tazoe, Expanding Applications: Advanced Separation Methods Across Oceanography, 

Fisheries, and Archaeology, Pukyong National University、Busan, Republic of Korea、2025. 

4) D. Anderson, Experimental radioecology Wildlife Dosimetry, Norwegian University of Life 

Sciences、Ås, Norway、2025 (online). 

5) M. Hosoda, I. Kashiwakura. KIRAMS-Hirosaki Univ. Joint Seminar on Radiation Emergency 

Medicine, Seoul, Republic of Korea (2025). 

6) M. Hosoda. Research project on “dose assessment from natural and artificial radionuclides for 

residents at coastal area in Fukushima Prefecture”. CRREI/ARPS seminar, Adelade, Australia 

(2025). 

 

  2．口頭発表 

1) H. Tazoe, Development of precise chemical analysis techniques and their integration into 

interdisciplinary fields, The 7th Bilateral Workshop on Radiation Research and Related Issue 

2024, Bangkok, Thailand, 2024. 

2) C. Kranrod and D. Anderson, Overview of radon activities of Hirosaki University, Radon 

Symposium, the Pacific Bay Resort, Coffs Harbour, NSW, Australia, 2024. 

3) C. Kranrod, Y. Omori, S. Tokonami, Determining the radon diffusion coefficient in a 

waterproof material, The Australasian Radiation Protection Society (ARPS) 2024 Conference, 

the Pacific Bay Resort, Coffs Harbour, NSW, Australia, 2024. 

4) C. Kranrod, R. Pradana, M. Hosoda, S. Tokonami, Redesign and Validation of the Deposition 

Rate-Based Thoron Progeny Monitor, International Symposium on the Sources, Effects and 

Risks of Ionizing Radiation (SERIR 2024), Denpasar Bali, Indonesia, 2024. 

5) M. Hosoda, Y. Tamakuma, Y. Shiroma, S. Nakasone, S. Tokonami, Y. Omori, C. Kranrod, N. 

Akata, M. Janik, M. Furukawa, M. Shimo. Update of the in-situ type radon and thoron 

exhalation rate monitor. International Symposium on the Sources, Effects and Risks of Ionizing 

Radiation (SERIR 2024), Denpasar Bali, Indonesia, 2024 

6) D. Anderson, I. Songmanee, V.S.T. Goh, Y. Fujishima, T. Miura, A Comparative Study of 

Cytogenetic Staining Methods for Dicentric Chromosome Detection in Biological Dosimetry, 

The 7th Japan-Thailand Bilateral Workshop on Radiation Research and Related Issues, Thailand, 

2024. 

7) D. Anderson, Y. Fujishima, H. Ishiniwa, M. Suzuki, T. Miura, Assessing Radiocesium 

Accumulation, Germline Mutations in Wild Boar, and Chromosomal Aberrations in Japanese 

Macaque Chronically Exposed to Fukushima Radiation, International Conference on 

Radioecology & Environmental Radioactivity, France, 2024. 

8) D. Anderson, Harmonizing Radiation Protection: A Unified Approach to Enhance Chromosomal 

Aberration Identification in Biodosimetry Using High-Speed C-Banding, International Radiation 

Protection Association (IRPA) 16th International Congress, Florida, USA, 2024. 

9) D. Anderson, Radiation Harmonization in Asian-Oceanic Region: AORA's Commitment to 

Radon, International Radiation Protection Association (IRPA) 16th International Congress, 

Florida, USA, 2024. 

10) D. Anderson, Y. Fujishima, S. Kaneko, et al., Radiocesium Accumulation in Wild Animals from 

Fukushima, with Radiation Doses to Human Consumers, Australasian Radiation Protection 

Society (ARPS) Conference, Australia, 2024. 

11) D. Anderson, Improving Identification of Dicentric Chromosomes Using a High-Speed 

C-Banding Technique, International Association of Biological and EPR Radiation Dosimetry 

(EPRBioDose2024), Japan, 2024. 
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12) D. Anderson, H. Kato, Y. Onda, The Influence of Remedial Actions on Ambient Dose Rates in 

Fukushima Forests, European Geosciences Union General Assembly, Austria, 2024. 

13) M. Taoka, R. Yamada, Y. Tamakuma, C. Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, S. Tokonami. 

Performance tests of membrane filters for collection of alpha-emitting radionuclides in the 

environment. Thematic Workshop on Measurements of Radioactive Aerosols in the Environment 

and Workplaces, Hirosaki, Japan, 2025 

14) Y. Omori, M. Hosoda, M. Bakhtin, Y. Kashkinbayev, M. Aumalikova, C. Kranrod, H. Kudo, S. 

Yoshinaga, M. Hoshi, S. Tokonami. Spatial distribution of ambient gamma dose rates in Aksu, a 

radon-prone area of northern Kazakhstan. The 11th International Conference on High Level 

Environmental Radiation Areas (ICHLERA-11) Malaysia, 2024 

15) Y. Sakai, C. Kranrod, Y. Tamakuma, Y. Omori, M. Hosoda, S. Tokonami. Configuration of the 

IREM radioactive aerosol chamber and its application to evaluate collection efficiencies for 

facial masks. Radon symposium, Australia (online), 2024 

16) R. Pradana, E.D. Nugraha, Wahyudi, A. Devriany, C. Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, S. 

Tokonami. Seasonal variation of indoor radon and thoron exposure in tropical climate: A Case 

Study of Bangka Island, Indonesia. International Symposium on the Sources, Effects and Risks 

of Ionizing Radiation (SERIR 2024), Denpasar Bali, Indonesia, 2024 

17) S. Musikawan, C. Kranrod, T. Pluemji, K. Aramrun, R. Pradana, H. Kudo, Y. Omori, M. 

Hosoda, S. Tokonami. Assessment of indoor radon, thoron and their progeny concentration and 

seasonal variation at an ex-tin mining area in Kanchanaburi Province, Thailand. International 

Symposium on the Sources, Effects and Risks of Ionizing Radiation (SERIR 2024), Denpasar 

Bali, Indonesia, 2024 

18) M. Aminudin, C. Cahyana, Wahyudi, E.A. Fajrianshah, E.D. Nugraha, H. Kudo, Y. Omori, S. 

Tokonami, M. Hosoda. Preliminary Study on the Integrating Natural Radiation Measurements 

into Risk Communication Strategies in Indonesia. International Symposium on the Sources, 

Effects and Risks of Ionizing Radiation (SERIR 2024), Denpasar Bali, Indonesia, 2024 

19) D. Singh, G. Prasad, M. Prasad, S. Kimothi, S. Chandra, Y. Omori, M. Hosoda, G.A. Kumar, S. 

Tokonami, R.C. Ramola. Occurrence, correlation and health implications of uranium and other 

PTEs in Himalayan springs, The 5th National Conference on Radiation Awareness and Detection 

in Natural Environment (RADNET-V), India, 2024 

20) G. Prasad, D. Singh, M. Prasad, V. Anand, S. Chandra, Y. Omori, M. Hosoda, G.A. Kumar, S. 

Tokonami, R.C. Ramola. A systematic study of uranium toxicity in drinking water if the Tons 

valley, Garhwal Himalaya, India, The 5th National Conference on Radiation Awareness and 

Detection in Natural Environment (RADNET-V), India, 2024 

21) Y. Omori, M. Hosoda, S. Tokonami, Determination of natural radiation level is important to 

quantify nuclear accidents' effects: examples from the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 

accident, The 5th National Conference on Radiation Awareness and Detection in Natural 

Environment (RADNET-V), India, 2024 

 

  3． ポスター発表 

1) P. Radhia, E.D. Nugraha, Wahyudi, W. Muji, D.W. Ilma, C. Kranrod, M. Sasaki, D. Ade, Y. 

Omori, S. Yoshinaga, M. Hosoda, S. Tokonami. Investigation of Radiation Exposure at Tin 

Smelting Plants in Bangka, Indonesia. The 11th International Conference on High Level 

Environmental Radiation Areas (ICHLERA-11) Malaysia, 2024 

2) 酒井優菜, C. Kranrod, 玉熊佑紀, 大森康孝, 細田正洋, 床次眞司, 一般用・医療用マスク

による吸入被ばくの低減効果に関する研究, 日本放射線影響学会第 67 回大会, 北九州市 

2024 

  

  

54



3) H. Kikuchi, H. Hashimoto, C. Kranrod, T. Sanada, R. Yamada, Y. Omori, M. Hosoda, S. 

Tokonami, Examination for the Calibration Method of Passive-Type Radon Progeny Monitor in 

Some Experimental Conditions, The 11th Educational Symposium on Radiation and Health by 

Young Scientists, Hirosaki, 2024 

4) R. Kudo, H. Kikuchi, C. Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, S. Tokonami, Investigation of 

Methods for Determining the Radon Emanation Coefficient in Soil Samples, The 11th 

Educational Symposium on Radiation and Health by Young Scientists, Hirosaki, 2024 

5) S. Musikawan, C. Kranrod, T. Pluemji, K. Aramrun, R. Pradana, H. Kudo, Y. Omori, M. 

Hosoda, S. Tokonami, Evaluation of Internal Exposure to Radon, Thoron, and Their Progeny for 

Residents at an Ex-Tin Mining Area in Kanchanaburi Province, Thailand, The 11th Educational 

Symposium on Radiation and Health by Young Scientists, Hirosaki, 2024 

6) M. Aminudin, Wahyudi, C. Cahyana, E.A. Fajrianshah, E.D. Nugraha, H. Kudo, S. Tokonami, 

M. Hosoda, Public Perception of Radiation Risks Near Nuclear Facilities in Indonesia: A 

Preliminary Study, The 11th Educational Symposium on Radiation and Health by Young 

Scientists, Hirosaki, 2024 

7) R. Pradana, E.D. Nugraha, E.A. Fajriansyah, Wahyudi, Y. Omori, C. Kranrod, M. Hosoda, S. 

Tokonami, Radon Concentration in The Water of The Ex-Tin Mine Pond and Its Adjacent 

Groundwater, The 11th Educational Symposium on Radiation and Health by Young Scientists, 

Hirosaki, 2024 

8) M. Kon, C. Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, S. Tokonami, Evaluation of a Radioiodine Sampler 

as a Radon Concentration Measuring Device, The 11th Educational Symposium on Radiation 

and Health by Young Scientists, Hirosaki, 2024 

9) Y. Sakai, C. Kranrod, Y. Tamakuma, Y. Omori, M. Hosoda, S. Tokonami, Inhalation Dose 

Mitigation Using Commercially Available Facial Masks, The 11th Educational Symposium on 

Radiation and Health by Young Scientists, Hirosaki, 2024 

10) M. Taoka, R. Yamada, Y. Tamakuma, C. Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, S. Tokonami, 

Methodology for Evaluating Surface Collection Efficiency of Filters Used for Ambient 

Radioactive Aerosols, The 11th Educational Symposium on Radiation and Health by Young 

Scientists, Hirosaki, 2024 

11) S. Musikawan, C. Kranrod, K. Kheamsiri, P. Radhia, H. Kudo, Y. Omori, M. Hosoda, H. 

Tazoe, N. Akata, S. Tokonami, Assessment of natural radiation exposure for residents at a former 

tin mining area in Kanchanaburi Province, Thailand, The 11th Educational Symposium on 

Radiation and Health by Young Scientists, Hirosaki, 2024 

12) M. Taoka, M. Kiso, Y. Abe, R. Yamada, C. Kranrod, Y. Omori, M. Hosoda, S. Tokonami, 

Discrimination of artificial radionuclides through alpha energy spectrum analysis using 

radioactive aerosol monitors, 16th International Congress of the International Radiation 

Protection Association, USA, 2024 

13) S. Musikawan, C. Kranrod, K. Kheamsiri, P. Radhia, H. Kudo, Y. Omori, M. Hosoda, H. 

Tazoe, N. Akata, S. Tokonami, Assessment of natural radiation exposure for residents at a former 

tin mining area in Kanchanaburi Province, Thailand, 16th International Congress of the 

International Radiation Protection Association, USA, 2024 

14) A.M. Harshman, Y. Fujishima, D. Anderson. Potential radiation doses for adoptive-owners of 

rescued dogs and cats from Chernobyl and Fukushima, 2024 IRPA 16/69th HPS Annual Meeting, 

Orlando, FL, USA, 2024 

15) T. Miura, Y. Fujishima, D. Anderson, T-M. Tran, V.S.T. Goh, R. Nakayama, T. Tsujiguchi, Y. 

Mariya. Chromosomal aberrations, neutrophil-to-lymphocyte ratio, and committed effective dose 

in radioiodine-treated hyperthyroid patients. EPRBioDose2024, Hirosaki, Japan, 2024 

16) Y. Fujishima, D. Anderson, V.S.T. Goh, T. Miura. Feasibility study for the development of 

automated analysis of cytokinesis-block micronucleus assay in cytogenetic dosimetry using 

AI-based object detection techniques. EPRBioDose2024, Hirosaki, Japan, 2024 

17) A. Okimoto, Y. Kadowaki, H. Suzuki, Y. Fujishima, D. Anderson, T. Miura. Image selection is 

critical in the dicentric chromosome assay in cytogenetic biodosimetry. EPRBioDose2024, 

Hirosaki, Japan, 2024 

18) V.S.T. Goh, S.X. Teo, T-M. Tran, D. Anderson, Y. Fujishima, C.E.L. Chua, T. Miura. The use of 

long-term stored frozen-thawed culture medium for cytogenetic biodosimetry in radiation 

emergency. EPRBioDose2024, Hirosaki, Japan, 2024 
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19) T-M. Tran, R. Nakayama, D. Anderson, V.S.T. Goh, Y. Abe, K. Takebayashi, Y. Fujishima, N.D. 

Pham, T. Miura. Improvement of culture and harvest method in dicentric chromosome assay for 

on-site cytogenetic biodosimetry. EPRBioDose2024, Hirosaki, Japan, 2024 

20) R. Nakayama, Y. Fujishima, D. Anderson, T. Miura, A. Sakai. Attempt to perform biodosimetry 

using imaging flow cytometry for triage in Japan. EPRBioDose2024, Hirosaki, Japan, 2024 

21) L. Alkebsi, D. Anderson, V.S.T. Goh, R. Nashiki, Y. Fujishima, R. Nakayama, K. Ishii, Y. 

Takashima, O. Kurihara, M. Akiyama, Y. Suto, T. Miura. Harmonizing the CBMN Assay Across 

Japan. EPRBioDose2024, Hirosaki, Japan, 2024 

22) D. Anderson, Y. Fujishima, T. Miura, S. Kaneko, H. Ishiniwa, Estimating radiation exposure to 

Fukushima wild boars through chromosomal damage assessment, The 11th Annual Symposium of 

the IER, Fukushima University, Fukushima, Japan, 2025 

 

 

【学術賞】 

1) Best Poster Award, D. Anderson, for the presentation “Improving Identification of Dicentric 

Chromosomes Using a High-Speed C-banding Technique,” International Association of 

Biological and EPR Radiation Dosimetry’s EPRBioDose2024, Hirosaki, Japan (2024) 

2) People’s Choice Award (Best Presentation), D. Anderson, for the presentation “Radiocesium 

Accumulation in Wild Animals from Fukushima, with Radiation Doses to Human Consumers,” 

Australian Radiation Protection Society, Coffs Harbour, Australia (2024) 

3) Young Investigator Award, D. Anderson, for the presentation “Assessing Radiocesium 

Accumulation, Germline Mutations in Wild Boar, and Chromosomal Aberrations in Japanese 

Macaque Chronically Exposed to Fukushima Radiation,” 6th International Conference on 

Radioecology & Environmental Radioactivity, Marseille, France (2024) 

 

 

【共同研究】 

1) カターニア大学医学部、エトナ火山由来の火山噴出物の特徴と周辺住民の呼吸器疾患との関

連性の解明、細田正洋 

2) アイルランド環境保護庁、トロン被ばくによるアイルランド国民線量評価、床次眞司、細田正

洋、大森康孝、チュティマ・クランロッド 

 

 

【研究助成】 

 1．文部科学省科学研究費 

  A．研究代表者として 

1) 基盤研究（B)、我が国のラドンによる肺がんリスク潜在地域マッピングのための評価手法の高度

化、 細田正洋、21,060千円 

2) 国際共同研究加速基金(海外連携研究)、エトナ火山由来の火山噴出物の特徴と周辺住民の

呼吸器疾患との関連性の解明、細田正洋、17,420千円 

3) 基盤研究（B）、内部被ばく線量評価に資する先端バイオアッセイ分析システムの創出、田副博

文、1,900千円 

4) 学術変革領域研究(A) 公募研究、ネオジム同位体比による威信財の産地推定手法の確立、

田副博文、2,000千円 

5) 若手研究、Development of a simple high-speed C-banding method to improve the accuracy of 

dicentric analysis, Donovan Anderson、1,700千円 

  B．他研究単位との研究分担者として 

1) 田副博文、学術変革(B)、多元素同位体の複合解析による回遊生物の新たな生物地球化学タ

グの確立、800千円 
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2) 田副博文、基盤研究（B)、我が国のラドンによる肺がんリスク潜在地域マッピングのための評価

手法の高度化、300千円 

3) 田副博文、基盤研究(B)、高精度かつ簡易な環境トリチウム計測手法の確立と日本のバックグ

ラウンド濃度測定、200千円 

4) 田副博文、基盤研究(B)、先端的な地球化学分析を応用した先史時代貝殻遺物の産地判別

方法の開発、500千円 

5) 田副博文、基盤研究（A）、ネオジム同位体比による水産物産地判別手法の確立、2,450千円 

6) 細田正洋、基盤研究（A）放射性物質の吸入摂取による内部被ばくメカニズムの解明に資する

工学的アプローチ、配分額：200千円 

7) 

 

8) 

 

9) 

Donovan Anderson、基盤研究(C) 、放射線被ばくと肥満による精巣分化過程別感受性比較と

雄性生殖機能への影響、配分額:   500千円 

Kranrod Chutima、基盤研究（A）、Effects of combined exposures to radon and PM2.5 on lung 

cancer and their mitigation measures、配分額：450千円 

Kranrod Chutima、国際共同研究加速基金(海外連携研究)、ラドンの肺がんリスク評価は妥

当か？カザフスタンの高ラドン濃度地域における再検証、配分額：500千円 

 

 2．その他の省庁からの研究費 

  A．研究代表者として 

 なし 

  

  B．他研究単位との研究分担者として 

 なし 

 

 3．学内の研究助成 

  A．研究代表者として 

 なし 

  

  B．他研究単位との研究分担者として 

 なし 

 

 4．民間の研究助成       

1) 田副博文、株式会社KANSOテクノス、魚骨におけるストロンチウム-90のモニタリング手法の技

術開発に関する研究, 1,100千円 

 

 

【研究に関する社会活動】 

 1．国際交流，国際的活動 

  A．国際学術集会の主催 

 なし 

  

  B．外国人研究者の招聘、受け入れ状況 

 なし 

  

  C．外国からの留学生、研究生の受け入れ状況 

 なし 

  

  D．外国研究機関の視察、研究参加（3 ヵ月未満）状況 

1) 田副博文、韓国原子力研究院、韓国、2025年 2月 

2) 田副博文、Pukyong National University, 韓国、2025年 2月 
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3) 田副博文、National Physical Laboratory, 英国、2025年 3月 

4) 細田正洋、アデレード大学、オーストラリア、2025年 2月 

5) 細田正洋、カターニア大学、イタリア、2025年 3月 

6) 細田正洋、KIRAMS、韓国、2025年 3月 

7) Donovan Anderson, Chiang Mai University, タイ、2025年 3月 

  

  E．外国研究機関への留学（3 ヵ月以上）状況 

 なし 

  

  F．その他 

 なし 

 

 2．国内，地域活動 

  A．全国レベルの学会の主催 

 なし 

  

  B．地方レベルの学会の主催 

 なし 

  

  C．国内他研究機関からの内地留学受け入れ状況 

 なし 

  

  D．国内他研究機関への研究参加（内地留学）状況 

 なし 

 

 

【その他】 

 なし 

 

 

【添付資料】 

 なし 

 

 

【社会貢献活動の実施状況】 

 1．学会（研究会）などにおける委員としての活動   

件 名 役職等 氏 名 

原子放射線の影響に関する国連科学委員会

（UNSCEAR） 

SG3（ラドン）報告書

作成委員 

細田正洋 

国際原子力機関（IAEA） 

緊急時の準備と対応における教育と訓練に関する国際

ネットワーク 

作業グループＢメン

バー 

細田正洋 

アイルランド共和国・環境保護庁 放射線防護及び環境

モニタリング局  

外部評価委員 細田正洋 

The 11th International Conference on High Level 

Environmental Radiation Areas (ICHLERA-11) 
科学委員 細田正洋 

一般社団法人日本保健物理学会 大学等教員協議会  主査 細田正洋 

一般社団法人日本保健物理学会 編集委員会 委員長 細田正洋 
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一般社団法人日本保健物理学会 理事 細田正洋 

日本放射線影響学会 学術委員会 委員 細田正洋 

日本放射線影響学会 教育研修委員会 委員 細田正洋 

日本原子力研究開発機構 内部被ばく線量評価コード

の普及に関する検討委員会  

委員長 細田正洋 

日本原子力研究開発機構 被ばく線量評価コードの開

発に関する検討委員会  

委員長 細田正洋 

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 「甲状

腺被ばく線量測定機器の実動時における課題」に係る

検討委員会 

委員 細田正洋 

日本分析化学会東北支部 幹事 田副博文   

国際標準化機構(ISO) TC147/SC3（水中放射能測定） 専門委員、WG14プ

ロジェクトリーダー 

(ISO4721)  

田副博文 

Radiation Research Society 委員 D. Anderson 

The International Union of Radioecology 委員 D. Anderson 

Health Physics Society 委員 D. Anderson 

Japanese Radiation Research Society 委員 D. Anderson 

 

 2．学会（研究会）などの開催      

件 名 役職等 氏 名 

IABERD EPRBiodose2024 組織委員 D. Anderson 

 

 3．学術雑誌の編集委員などとしての活動（雑誌の査読は含まない）  

雑誌名 役職等 氏 名 
Radiation Environment Medicine 編集委員会委員 細田正洋 

Frontiers in Nuclear Medicine -Dosimetry and Radiation 

Safety 

Associate Editor 細田正洋 

Frontiers in Public Health Guest Editor 細田正洋 

保健物理 編集委員長 細田正洋 

Radiation Environment and Medicine  編集委員会委員 D. Anderson 

Atmosphere Guest Editor C. Kranrod 

Radiation Environment and Medicine  Associate Edito C. Kranrod 

 

 4．学術雑誌の査読  

雑誌名 氏 名 備 考 

Journal of Nuclear and Radiochemical Sciences 田副博文 1件 

Analytical Sciences 田副博文 5件 

Marine Chemistry 田副博文 1件 

Journal of Atomic Adsorption Spectroscopy 田副博文 1件 

Atom Indonesia 細田正洋 1件 

Environmental International 細田正洋 1件 

Environmental Monitoring and Assessment 細田正洋 2件 

Frontiers in Public Health 細田正洋 1件 

Health Physics 細田正洋 1件 

HELIYON 細田正洋 1件 

International Journal of Environmental Health Research 細田正洋 1件 

Journal of Environmental radioactivity 細田正洋 1件 
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Journal of Hazardous Materials 細田正洋 1件 

保健物理 細田正洋 1件 

Nuclear Engineering and Technology 細田正洋 1件 

Radiation Medicine and Protection 細田正洋 1件 

Radiation Environment and Medicine 細田正洋 1件 

Radiation Physics and Chemistry 細田正洋 2件 

Radiation Protection Dosimetry 細田正洋 1件 

Scientific Reports 細田正洋 1件 

Science of the Total Environment 細田正洋 1件 

Water, Air, & Soil Pollution 細田正洋 1件 

日本放射線安全管理学会誌 細田正洋 1件 

Nuclear Science and Techniques C. Kranrod 2 件 

Atmosphere C. Kranrod 2件 

Atmospheric Pollution Research C. Kranrod 1件 

Discover Environment C. Kranrod 1件 

Environmental Monitoring and Assessment C. Kranrod 2件 

Expert Review of Respiratory Medicine C. Kranrod 1件 

Nuclear Inst. and Methods in Physics Research, A C. Kranrod 2件 

Journal of Engineering and Technological Sciences C. Kranrod 1件 

Journal of Food Composition and Analysis C. Kranrod 1件 

Journal of Radioanalytical and Nuclear Chemistry C. Kranrod 1件 

Nuclear Analysis C. Kranrod 1件 

Scientific Reports C. Kranrod 1件 

Sensors C. Kranrod 1件 

Journal of Environment Radioactivity D. Anderson 1件 

Environmental and Sustainability Indicators D. Anderson 1件 

Environmental Research D. Anderson 2 件 

International Journal of Radiation Biology D. Anderson 1件 

Journal of Radiation Protection and Research D. Anderson 1件 

The Science of the Total Environment D. Anderson 1件 

 

 5．国や地方自治体などにおける審議会・委員会委員としての活動 

件 名 役職等 氏 名 

青森県原子力センター 環境放射線調査結果検討会 委員 田副博文 

青森県原子力センター 環境放射線調査研究検討会 委員 細田正洋 

原子力規制委員会 放射線審議会 専門委員 細田正洋 

 

 6．新技術の創出など新産業基盤の構築への寄与（特許取得も含む） 

件 名 氏 名 備 考 

なし   

 

 7．産学共同事業への参加、技術移転・相談 

件 名 氏 名 備 考 

なし   
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 8．講演（大学での授業、研究発表を除く。一般市民の生涯学習等への寄与を含む。） 

件 名 氏 名 開催場所，年月 

なし   

 

 9．弘前大学職員兼業規程における兼業基準による活動など 

件 名 役職等 氏 名 

量子科学技術研究開発機構 量子生命・医学部門 放

射線医学研究所 計測･線量評価部 

客員研究員 田副博文 

ISO/TC47（水質）/SC3（放射線測定）国内審議委員会 委員 田副博文 

地球惑星科学委員会 SCOR分科会GEOTRACES小委

員会 

委員 田副博文 

原子放射線の影響に関する国連科学委員会

（UNSCEAR） 

SG3（ラドン）報告書

作成委員 

細田正洋 

国際原子力機関（IAEA） 

緊急時の準備と対応における教育と訓練に関する国際

ネットワーク作業グループ B 

メンバー 細田正洋 

アイルランド共和国・環境保護庁 放射線防護及び環境

モニタリング局  

外部評価委員 細田正洋 

 

 10．国際交流への貢献（協定・覚書締結先や国際共著論文のための活動など）  

件 名 氏 名 備 考 

国際放射線科学コラボレーションセンターセミナーの企

画運営 

細田正洋 ・田副博

文 ・ C. Kranrod ・ 
D. Anderson 

 

国際放射線防護研修プログラムの実施 C. Kranrod 

D. Anderson 
 

 

 11．その他（ボランティア、マスコミによる公表など）  

件 名 氏 名 備 考 

なし   
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【令和６年度に設定した活動計画の達成度】 

１．共同利用・共同研究拠点の推進 

共同利用・共同研究拠点（ERAN）における国内外の環境放射能研究の中核として共同研究を

推進した。５月 21 日には環境科学技術研究所と共催で ERAN キックオフミーティングを開催した。

また、短期での研究成果が求められる ERAN において、不採択となった海外の若手研究者を一般

共同研究枠で受入れを行い、継続的に研究が実施できるよう支援した。この支援を通して、海外の

大学院生が本学で開催した国際シンポジウム（ESRHA2024）に積極的に参加するなど、ERANと独

自の研究ネットワークを活用した、国際ネットワークの拡充にも貢献した。 

達成度（100％） 
 

２．国際的研究ネットワークの構築・拡充 

ラドン・トロン標準場を活用し、パッシブ・アクティブラドンモニタのアジア・オセアニアラドン協会

（AORA)における国際比較等の共同研究を推進した。タイの原子力平和利用事務局（OAP）及び

国家原子力技術研究所（TINT）と共同で開催した国際ワークショップでは、本学から４件の招待講

演を行うなど中心的な役割を果たすとともに、東南アジアを中心とする研究機関からも発表者を集

い、多国間のワークショップへと拡充することができた。また、タイ・チェンマイを調査フィールドとして

展開している「ラドンと PM2.5 の複合被ばくによる肺がんへの影響とその低減策の確立（基盤研究

A）」においては、研究活動が円滑に進むようチェンマイ大学と緊密に連絡調整した。 

米国コロラド州立大学とは、研究のみならず教育プログラムでも交流が図られ、双方の学生が研

修に参加した。さらに、文部科学省アジア研究交流制度により海外研究者（モンゴル１名、バングラ

デシュ１名）を受け入れた。これらの国際的な共同研究体制に基づき、アイルランド、インドネシア、

イタリア、カザフスタン、イギリス、韓国における環境放射線・放射能調査に関する共同研究におい

ても本研究所の部門間で連携を取りながら、着実な連携ネットワークの拡充を図った。達成度

（100％） 
 

３．分析技術の高度化と他分野との学際共同研究の推進 

日本が福島第一原子力発電所事故以降、率先してけん引してきた ICP 質量分析法による放射

性ストロンチウム分析の普及のため、国際標準規格（ISO）として提案してきた水質中の放射性ストロ

ンチウム分析（ISO4721）が発行された。加えて、放射性ストロンチウム分析の展開として、海水魚試

料への適用について学術誌に公表した。さらに、大型科研費（学術変革 A、基盤研究 A）獲得によ

り、放射性核種分析のために開発した化学分離法を水産物の産地同定や考古学など異分野へも

研究展開した。これらの分析技術の普及を図るため、外部資金に応募し（令和７年度 JKA 採択）、

化学分離の自動化システムの開発について着手した。一方、ラドンの火山活動等へのトレーサー利

用についても継続して検討を進めており、論文執筆を行うなど着実に成果を上げている。 

達成度（100％） 
 

 

 

【令和７年度活動計画書】 

活動の概要    

・アジア・海洋ラドン協会（AORA）及びバーバ原子力研究センター（BARC）と共同で、ラドンモニタ

の国際比較を実施する。この中で弘前大学のトロンばく露場を活用し、共同研究を推進する。アイ

ルランド、タイ、イタリア、インドネシア、カザフスタンにおける環境放射線調査についても継続する。 

 

・国際放射線防護研修プログラムの実施においては、カリキュラムをアップデートしながら、人材育

成の支援と国際ネットワークの拡充を図る。また。国際共同研究体制に基づく、部局間協定の締結

を目指す。 

 

・国際共同研究に基づく研究成果を高インパクトファクターの学術誌へ投稿するとともに、新たな共

同研究を誘引するため、新規分析法の開発や国際標準法の提案を実施する。 

62



活動計画  

１. パッシブラ型ドンモニタとアクティブ型ラドンモニタの国際比較に関する共同研究 

パッシブラ型ドンモニタとアクティブ型ラドンモニタの国際比較は、2025 年 10月から 11 月にかけ

てインド・マンガロール大学において、アジア・オセアニアラドン協会（AORA）及びバーバ原子力研

究センター（BARC）と共同で実施する計画である。また、弘前大学のトロンばく露場は、AORAの一

環としてトロン干渉に重点を置いたパッシブ型ラドンモニタとアクティブラドンモニタの国際比較に関

する共同研究を推進する。さらに、AORA年次総会は、2025年 11月にタイのチュラロンコン大学で

開催される第 51 回国際科学技術イノベーション会議（STT51）及び第８回二国間ワークショップと併

せて開催する計画であり、会員から最新動向の報告や AORA 新規メンバーシップの募集を行う。  

 

２. 国際共同及び教育研究体制の拡充 

国際放射線防護研修プログラムを通じて人材育成を支援し、国際ネットワークを拡充する。本プ

ログラムでは、これまでの研究で得られた知見や、放射線計測、放射線防護、放射化学分析の知

見を活かし、実践的なトレーニング、技術的知識、及び実践的な経験を提供することにより、放射線

防護分野において熟練した専門家の育成に重要な役割を果たしてきた。さらに、様々な国からの受

講者を繋ぐことで国際協力を促進し、グローバルネットワークを強化する。また、アイルランド、タイ、

イタリア、インドネシア、カザフスタン、モロッコにおける各国の機関と共同で環境放射線調査を継続

する。韓国原子力科学院(KAERI)、アデレード大学、英国王立物理学研究所（NPL）との部局間協

定締結に向けた交渉を推進する。また、アジア・アフリカを中心とする諸外国との共同研究の拡充に

向け、鉱山資源の採掘に関連する TE-NORM の影響評価について国際共同研究を実施するため

の外部資金の獲得を目指す。 

 

３．共同利用・共同研究拠点の推進 

共同利用・共同研究拠点（ERAN）の活動では、共同研究の推進に資する測定装置の維持、測

定支援等について中核的な役割を果たす。また、福島第一原子力発電所からの処理水放出に伴う

風評被害への対応として、ERAN 構成機関として科学的エビデンスに基づいた論文・意見書等を

発出する。特に海外では政治的背景に基づく論文が高インパクトファクター誌へ掲載されるなど偏

った意見が散見されており、反論の掲載など対応を進める。また、ERAN で推進するデータアーカ

イブについても弘前大学の国際ネットワークを活用し、日本のデータのみならず、インドネシアやタ

イなどの国際共同研究で蓄積された環境放射能データの掲載について関係各国と調整を行う。 

 

４．分析技術の高度化と他分野との学際共同研究の推進 

放射性核種分析のために開発した化学分離法食品の水産物の産地同定や考古学など異分野

へも展開を図り、大型科研費の学術変革A、基盤研究Aを継続して実施する。これらの分析技術の

普及を図るために採択が決定した JKA の課題である化学分離の自動化システムの開発を進める。

一方、ラドンの火山活動等へのトレーサー利用についても継続して検討を進め、新たなモニタリング

装置開発のために外部資金の獲得を目指すとともに、ラドンの潜在リスクマップの開発に関する基

礎研究を推進する。 
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４．研究に関する実績  
※2024年 4月～2025年 3月 

 

（５）被ばく医療学部門 
 

【構成員】 

  教  授 花田 裕之（兼任） 

  教  授 井瀧 千恵子（兼任）R7.4～ 

  助  教 工藤 ひろみ（兼任） 

  特任助教 菊池 和貴 

 

【概要】 

被ばく医療学部門では、本研究所他部門メンバーと連携し、被ばく医療に関連するテーマに

ついて研究を行っています。また、国や関係する地方自治体及び医療機関、大学、専門機関等

と適切な連携を図り、体制の整備・維持、高度専門教育研修の実施、訓練への参加及び助言・

指導、ネットワークの構築等に取り組んでいます。 

ARS（急性放射線障害）または汚染傷病者受け入れ可能施設が高度救命救急センターに用意

されており、線量評価のための分析室もあります。人体内に存在するγ線放出核種を体外から

計測するホールボディカウンタをはじめ、生体試料に含まれるα線およびβ線放出核種を分析

するための設備を利用することで、緊急時には被ばくの恐れのある患者さんの内部被ばく線量

を評価します。本研究所の線量評価部門と線量評価プロトコール作成やこれを用いた線量評価

のための講習コース作成を目指しています。本研究所での成果を臨床応用する場を提供し、訓

練などに生かしていきます。 

 

 

【論文・MISC・書籍等出版物】 

1．論文 

1) K Kyono, T Yokota, T Murakami, A Higuchi, K Iida, N Wada, M Mikami, H Hanada, S Urushidate. 

Staphylococcal Toxic Shock Syndrome in an Adult Following Minor Scald Burn Injury: A Case 

Report. International Journal of Surgical Wound Care doi: 10.36748/ijswc.24-00017. (2024). 

2) O Nomura, Y Soma, Y Ikezaki, H Tazoe, M Osanai, S Hosokawa, T Tsujiguchi, K Ito, H Hanada, 

T Tomisawa. Effect of Virtual-Reality-Based Training on Emotions of Medical Students 

Undertaking Radiation Emergency Medicine: An Educational Experimental Study. Disaster 

medicine and public health preparedness 18: e198 (2024). 

3) O Nomura, K Sugiyama, A Aoyagi, J Irie, T Goto, H Hanada, Y Ishizawa. Positive emotions for 

promoting quality improvement of extracorporeal membrane oxygenation therapy for COVID- 19: 

In situ interprofessional simulation. Acute Medicine Surgery 11: e70002 (2024). 

4) M Taoka, R Kudo, R Yamada, Y Omori, K Tanaka, M Hosoda, S Tokonami. Structure shielding of 

school and gymnasium buildings against fallout gamma radiation from the Fukushima Daiichi 

Nuclear Power Plant accident. Ecotoxicology and Environmental Safety 288, 2024. 

5) C Kranrod, H Kudo, S Tokonami．What can we learn from high background radiation area 

(HBRA) studies in three Asian countries: India, China and Indonesia? Radiological aspects in 

various HBRAs. J Radiat Res. 16，2024. 

6) D Anderson, Y Oda, Y Taira, Y Omori, H Tazoe, N Akata, C Kranrod, R Yamada, H Kuwata, Y 

Tamakuma, H Kudo, M Osanai, N Nishimura, Y Yasuoka, T Sanada, M Hosoda, S 

Tokonami. Fukushima's Tap and Groundwater a Decade after the Nuclear Accident with 

Radiocesium, Tritium, and Radon. Environ Sci Technol,18;59(10),2025. 

 

 2．MISC 

1) なし 
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https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Kranrod+C&cauthor_id=39679880
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Kudo+H&cauthor_id=39679880
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Tokonami+S&cauthor_id=39679880
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Anderson+D&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Oda+Y&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Taira+Y&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Omori+Y&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Tazoe+H&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Akata+N&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Kranrod+C&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Yamada+R&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Kuwata+H&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Tamakuma+Y&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Tamakuma+Y&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Kudo+H&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Osanai+M&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Nishimura+N&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Yasuoka+Y&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Sanada+T&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Hosoda+M&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Tokonami+S&cauthor_id=40052647
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Tokonami+S&cauthor_id=40052647


 3．書籍等出版物 

1) なし 

 

 

【講演・口頭発表・ポスター発表】 

  １. 講演 

1) 花田裕之： Medical Control and Pre-hospital 12 Leads ECG in Rural Aomori Prefecture.第 89回

日本循環器学会学術集会, シンポジウム 22「高度急性期医療体制の構築と MC 協議会にお

ける循環器内科医の役割」, 横浜, 2025年 3月 30日. 

2) M Naraoka, H Hanada, J Mikami, Y Omori, R Saga, M Hosoda, I Kashiwakura: Nuclear Disaster 

Medical Preparedness -Training and Education System at Hirosaki University as a Core Nuclear 

Emergency Medical Support Center. ソウル 韓国原子力医学院, KIRAMS-HU seminar, 2025

年 3月 20日. 

3) 花田裕之: 原子力災害対策重点区域内等における原子力災害医療派遣チームの活動に関

する調査について. 全国原子力災害医療連携推進協議会, 東京, 2025年 2月 20日. 

4) 花田裕之: 原子力災害対策重点区域内等における原子力災害医療派遣チームの活動に関

する調査について. 地域原子力災害医療連携推進協議会（金沢）, 金沢, 2024年 12月 23日. 

5) 花田裕之: 原子力災害対策重点区域内等における原子力災害医療派遣チームの活動に関

する調査について. 地域原子力災害医療連携推進協議会（広島）, 広島, 2024年 10月 29日. 

6) 花田裕之: 原子力災害対策重点区域内等における原子力災害医療派遣チームの活動に関

する調査について. 地域原子力災害医療連携推進協議会（福島）, 福島, 2024年 10月 28日. 

7) 花田裕之: 原子力災害対策重点区域内等における原子力災害医療派遣チームの活動に関

する調査について. 地域原子力災害医療連携推進協議会（福岡）, 福岡, 2024年 10月 18日. 

 

  2．口頭発表 

1) H Hanada, Can all residents and patients in PAZ and UPZ evacuate safely in case of radiational 

emergency? The 9th International Symposium of the Network-type Joint Usage/Research Center 

for Radiation Disaster Medical Science, Fukushima, 2025. 2. 19. 

2) H Hanada. Augmented Reality in Education and Training of Nuclear Incident Response. 2024 

Chang Gung Medical Foundation International Symposium on Emergency Medicine, Taipei, 2024. 

6. 24. 

3) K Sugiyama, O Nomura, Y Tamada, H Hanada. Machine Learning Model-Based Prognostic 

Predictive Factors in Accidental Hypothermia. The 23rd International Conference on Emergency 

Medicine (ICEM 2024), which will be held at Taipei International Convention Center (TICC) & 

Taipei World Trade Center (TWTC), Taipei, 2024. 6.21-22. 

4) S Ichiyama, T Yokota, H Nakayama, S Hasegawa, M Naraoka, H Hanada. Inhaled nitric oxide 

therapy for pulmonary hypertension subsequence bacterial pneumonia. The 23rd International 

Conference on Emergency Medicine (ICEM 2024), which will be held at Taipei International 

Convention Center (TICC) & Taipei World Trade Center (TWTC), Taipei, 2024. 6.22-23. 

5) 伊藤勝博, 辻口貴清, 奈良岡征都, 杉山佳奈, 長谷川聖子, 横田貴志, 花田裕之: 医学教

育における一連の災害医学教育 ―防災科学から災害医療そして特殊災害医療へ―. 第 52

回日本救急医学会総会・学術集会, 仙台, 2024年 10月 14日. 

6) 横田貴志, 杉山佳奈, 中山弘文, 長谷川聖子, 奈良岡征都, 伊藤勝博, 花田裕之: 胸部外

傷 5 日後に急性心外膜炎から心タンポナーデを来した 1 例. 第 52 回日本救急医学会総会・

学術集会, 仙台, 2024年 10月 13日. 

 

  3． ポスター発表 

1) なし 
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【学術賞】 

 なし 

 

 

【共同研究】 

 なし 

 

 

【研究助成】 

 1．文部科学省科学研究費 

  A．研究代表者として 

1) 基盤研究（C）, 福島第一原子力発電所の処理水に関するリスクコミュニケーションのアクション

リサーチ, 田中和貴, 配分額 1,100（単位：千円） 

2) 基盤研究（C），被ばく医療、原子力災害医療教育にバーチャルリアリティーを活用する実証研

究，花田裕之，配分額 4,550（単位：千円） 

  

  B．他研究単位との研究分担者として 

1) 厚労科研費、循環器病の救急医療現場における医療者間の連携体制強化のための全国メデ

ィカルコントロール協議会作成救急活動プロトコルの実態調査と標準プロトコルの提案

（24FA1017）代表 野口暉夫（国立循環器病研究センター）配分額 5,000,000円 

 

 2．その他の省庁からの研究費 

  A．研究代表者として 

 なし 

  

  B．他研究単位との研究分担者として 

 なし 

 

 3．学内の研究助成 

  A．研究代表者として 

 なし 

  

  B．他研究単位との研究分担者として 

 なし 

 

 4．民間の研究助成       

 なし 

 

 

【研究に関する社会活動】 

 1．国際交流，国際的活動 

  A．国際学術集会の主催 

 なし 

  

  B．外国人研究者の招聘、受け入れ状況 

 なし 
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  C．外国からの留学生、研究生の受け入れ状況 

なし 

  D．外国研究機関の視察、研究参加（3 ヵ月未満）状況 

なし 

  E．外国研究機関への留学（3 ヵ月以上）状況 

なし 

  F．その他 

なし 

2．国内，地域活動 

  A．全国レベルの学会の主催 

なし 

  B．地方レベルの学会の主催 

なし 

  C．国内他研究機関からの内地留学受け入れ状況 

なし 

  D．国内他研究機関への研究参加（内地留学）状況 

なし 

【その他】 

なし 

【添付資料】 

なし 

【社会貢献活動の実施状況】 

1．学会（研究会）などにおける委員としての活動

件 名 役職等 氏 名 

なし 

2．学会（研究会）などの開催   

件 名 役職等 氏 名 

なし 

3．学術雑誌の編集委員などとしての活動（雑誌の査読は含まない） 

雑誌名 役職等 氏 名 

なし 
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 4．学術雑誌の査読  

雑誌名 氏 名 備 考 

Hirosaki Medical Journal 花田裕之  

Acute Medicine ＆ Surgery 花田裕之  

Emergency and Critical Care Medicine 花田裕之  

MDPI 花田裕之  

The Anatolian Journal of Cardiology 花田裕之  

 

 5．国や地方自治体などにおける審議会・委員会委員としての活動 

件 名 役職等 氏 名 

青森県メディカルコントロール協議会 委員 花田裕之 

青森県心血管疾患対策協議会 委員 花田裕之 

青森県災害医療コーディネーター コーディネーター 花田裕之 

青森県防災会議及び青森県防災会議原子力部会 専門委員 花田裕之 

青森県ドクターヘリ運航調整委員会 委員 花田裕之 

津軽・西北五地域メディカルコントロール協議会 委員 花田裕之 

青森県救急・災害医療対策協議会 委員 花田裕之 

青森県救急搬送受入協議会 委員 花田裕之 

青森県原子力災害医療対策専門部会 委員 花田裕之 

青森県移植医療推進委員会 委員 花田裕之 

青森県循環器病対策推進協議会 委員 花田裕之 

青森県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議 委員 花田裕之 

青森県原子力災害医療対策専門部会 委員 花田裕之 

 

 6．新技術の創出など新産業基盤の構築への寄与（特許取得も含む） 

件 名 氏 名 備 考 

なし   

 

 7．産学共同事業への参加、技術移転・相談 

件 名 氏 名 備 考 

なし   

 

 8．講演（大学での授業、研究発表を除く。一般市民の生涯学習等への寄与を含む。） 

件 名 氏 名 開催場所，年月 

なし   

 

 9．弘前大学職員兼業規程における兼業基準による活動など 

件 名 役職等 氏 名 

なし   

 

 10．国際交流への貢献（協定・覚書締結先や国際共著論文のための活動など）  

件 名 氏 名 備 考 

馬偕紀念医院（台湾）とのMOU 締結 花田裕之  

 

 11．その他（ボランティア、マスコミによる公表など）  

件 名 氏 名 備 考 

なし   
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【令和６年度に設定した活動計画の達成度】 

１．医学科学生への教育 

学生実習において緊急被ばく医療は、医学部学生教育のコアカリキュラムに正式に取り入れ

られており、令和６年度も対面と VR による表面汚染測定、リスクコミュニケーションのロールプレ

イなどを組み入れながら、教育の効果などを探っていく。 

（実績） 

患者診療における表面汚染測定では、対面形式の実測と VR教材を用いた２種類の手法によ

る実習を行い、VR 教材の内容には放射線の性質や除染などのパターンを増やすことで、学習

内容の拡大に取り組んだ。また、５・６年生を対象に、放射線被ばくに関するリスクコミュニケーショ

ンロールプレイ実習と、ロールプレイ後には知識の問題点やリスクコミュニケーション手法などをテ

ーマにディスカッションを実施した。この学生実習において、令和６年度は新たに弘前大学医学

部長から修了証が交付された。（達成度：100％） 

 

２．医療者を含めたアジア圏での緊急被ばく医療に関する国際協力 

韓国 KIRAMS、台湾 Changan 記念病院救急医師との合同カンファレンスを機会として、原子

力発電所保有国かつ近隣の台湾、韓国とのコラボレーションを進めた。令和６年６月には、台湾

と被ばく医療に関する合同訓練を行い、お互いのシステムなどについて学びながら、今後の国際

共同訓練などを進めていく。 

（実績） 

令和６年６月に台北において第 23回国際救急医療会議（ICEM2024）、2024年長庚医療財団

国際救急医療シンポジウムを開催した。また令和７年３日には、ソウルにおいて KIRAMS-HU 

seminarを開催した。（達成度：100％） 

 

３．福島県浪江町における復興支援活動と活動成果の分析 

令和５年度に引き続き、浪江町民が生活する福島県浜通り地域（浪江町）を活動フィールドとし

て、放射線リスクコミュニケーション活動を実施する。特に、特定復興再生拠点区域において帰

還住民への対応を充実させる。弘前大学が浪江町に対して行う復興支援活動について整理・分

析し、随時成果を公表する。 

（実績） 

浪江町民が生活する福島県浜通り地域において、放射線リスクコミュニケーション活動を継続

した。主なリスクコミュニケーション手法は、戸別訪問や相談窓口（拠点窓口、出張相談窓口）に

おける個別対応と、サロン形式や自治体のイベントにおける集団対応により実施した。特に、特

定復興再生拠点区域において生活する住民を対象としたサロンの開催や、特定復興再生拠点

区域を会場とするイベントでの復興支援活動の成果公表など、帰還や移住により浪江町での生

活を開始した住民に向けた対応を重視した。（達成度：100％） 

 

４．福島県浪江町における課題解決と放射線リスクコミュニケーションツールの検証 

①福島県浪江町におけるこども園にて、開園当初より、スタッフの放射線に対する不安の軽減な

どのサポートを行っている。現在は、職員自身が定期的に「空間線量率測定」「遊具などの表

面汚染検査」を実施している。職員自身が正しい方法で定期的な線量測定を継続できるよう、

年３回程度現地訪問し、園の状況に応じた支援策を考える。 

②これまでに福島県内の浜通り地域で実測して得た線量のデータから、人工放射線と自然放射

線の線量について弁別して記載している資料を作成した。６月～７月には、保健学科１年生

（放射線に対する初学者の段階）を対象にアンケート調査を行い、福島原発事故後の健康影

響や次世代への影響に関する風評被害の払しょくにどの程度効果があるか、作成した資料の

有効性を検証する。研究成果は 11月末までに論文投稿を行う予定である。 
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（実績） 

①定期的な指導により、こども園職員が園内の空間線量や遊具の表面汚染の有無を確認できる

ようになった。また、園外の放射線測定や教材の提供を行うことで、園児が過ごす環境の安全

性について根拠を持って説明できる体制を支援した。 

②学生を対象としたアンケート調査の解析から、自然放射線量を“ものさし”とした資料の有効性

を検証でき、成果の詳細をまとめた論文がアクセプトされた。 

 

 

【令和７年度活動計画書】 

活動の概要    

 ・緊急被ばく医療に係る医学科学生の教育として、より実践的な手法を取り入れた汚染傷病者の

診療実習（表面汚染測定、内部被ばく評価、リスクコミュニケーション等）に取り組み、その教育効

果などについて評価する。 

 

 ・医療者を含めたアジア圏（韓国および台湾）における国際協力として、緊急被ばく医療に関する

合同カンファレンスや合同訓練を行う。 

 

 ・福島県浜通り地域（主に浪江町）における放射線リスクコミュニケーション活動並びに、自然放射

線に関する調査データに基づくリスクコミュニケーションツールの検証を行う。また、各成果につ

いて随時公表する。 

  

活動計画  

１．医学科学生への緊急被ばく医療教育と教育効果の検証 

緊急被ばく医療は、医学部学生教育のコアカリキュラムに正式に取り入れられており、令和７

年度も医学科学生実習において対面とVRによる表面汚染測定、分析室を活用した汚染物質の

同定と内部被ばく線量評価、リスクコミュニケーションのロールプレイなどを組み入れ、教育の効

果などを探る。 

 

 ２．医療者を含めたアジア圏での緊急被ばく医療に関する国際協力 

韓国 KIRAMS、台湾 Changan 記念病院救急医師との合同カンファレンスを機会として、原子

力発電所保有国かつ近隣の台湾、韓国とのコラボレーションを進める。また、台湾と被ばく医療

に関する合同訓練を行い、お互いのシステムなどについて学びながら、今後の国際共同訓練な

どを進める。 

 

 ３．福島県浪江町における復興支援活動と活動成果の分析 

浪江町民が生活する福島県浜通り地域（浪江町）を活動フィールドとして、放射線リスクコミュニ

ケーション活動を実施する。特に、特定復興再生拠点区域おける帰還・移住者、特定帰還居住

区域において帰還や移住を準備する住民への対応を充実させる。また、弘前大学が浪江町に対

して行う復興支援活動について整理・分析し、随時成果を公表する。 

 

４．福島県浪江町における放射線リスクコミュニケーションツールの検証 

保健学科学生及び一般住民（主に浪江町民）を対象に、放射線リスクコミュニケーションツー

ルの有効性を検証するためのアンケート調査を実施する。 
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とともに整理して示すことが重要である。 

※これまで戦略会議は、各部門の成果報告を中心に行われてきたが、外部委員を主体に将来

構想を主とした今後の研究所の在り方や戦略について議論できる場が設置されると良い。

一案として、次年度は成果報告後に研究所の戦略について議論する場を設ける、あるいは

通常の成果報告は Web で行い、秋に開催予定の日本放射線影響学会に併せて、今後の戦略

について議論する場を設けるなど。 

※新研究棟建設の目途が立ち、研究スペースも確保できることから、将来的には企業や自治

体と連携した共同研究講座の設置を目指していただきたい。さらには、本学における「環

境・防災」領域の研究の中心として弘前大学を牽引するとともに、国際的にも活躍できる

人材を輩出していただきたい。 

◆学内の他学部や研究科と連携した研究をもう少し積極的に進める必要性を感じた。 

◆第４期中期目標期間も４年目に入り、最終の６年目、さらに第５期中期目標期間に向けて、

研究所の教育研究活動の方向性をどう考えるのか、重点すべき研究、あるいはそれに対応

する組織として改革すべきかどうかを考える必要がある。来年度の戦略会議では将来構想

WG の検討結果を提示していただき、一緒に検討できる機会を作っていただきたい。 

◆研究所は発足以来、順調に成果を出してきた。一方で、今後大学を取り巻く環境は厳しい

ものがあり、この中で、次の 10 年に向けた研究所の在り方を、外部の視点で意見交換・

議論することが非常に重要である。 

 

■本所の取組・計画 

現状の被ばく医療学部門の活動については、原子力防災に対する研修と放射線リス

クコミュニケーションが主となっており、そのため、兼任教員増員による拡充を図り

ました。リスクコミュニケーションは住民との信頼関係の構築には必要不可欠であり、

浪江町での経験を学術成果として情報発信しつつ、地元青森での活動に活かしていく

所存です。また、今年度より始まった J-PEAKS 事業においても、研究所が得意とする

国際連携、放射線被ばくを切り口とした公衆衛生学研究を協力しながら推進してまい

ります。 

 

 

 

 

以上、評価委員の皆様から有益な助言や提言をいただきました。これらを踏まえて、今年

度も意識的に活動しつつ、着実に成果を上げて、さらに強化・発展できるよう教育・研究・

社会貢献活動に取り組んでまいります。 

 

今後ともご支援・ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 
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